
 「まちの縁側を増やし、つながりを広げる事業」活動報告書

【連携団体】
特定非営利活動法人ぐらす・かわさき
特定非営利活動法人まちの縁側育くみ隊
特定非営利活動法人金沢観光創造会議

特定非営利活動法人つながるKYOTOプロジェクト

 あなたの「まちの縁側・居場所」

つくろう　ひらこう
コミュニティカフェ
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「
ま
ち
の
縁
側
を
増
や
し
、つ
な
が
り
を
広
げ
る
事
業
」に
寄
せ
て

全
国
５
都
市
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

開
設
講
座
を
実
施
し
て

５都市でコミュニティカフェ開設講座や
ガ イ ド ブ ッ ク 制 作 を 実 施

公
益
社
団
法
人

長
寿
社
会
文
化
協
会（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）

常
務
理
事　

浅
川
澄
一

京都、金沢、名古屋、川崎、東京 ＷＡＭ助成事業を活用

　
少
子
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
「
連
帯
」「
連

携
」
が
よ
り
一
段
と
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う

言
葉
で
語
ら
れ
る
「
住
民
の
輪
」
作
り
で
す
。

　
そ
の
「
輪
」
の
結
び
目
と
し
て
、
気
軽
に
立
ち
寄
る
「
カ
フ
ェ
」

を
開
こ
う
と
い
う
動
き
が
近
年
、
急
速
に
各
地
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
茶
の
間
」
や
「
ま
ち
の
縁
側
」「
居
場
所
」「
サ
ロ
ン
」
な
ど

名
乗
り
方
は
様
々
で
す
が
、
総
称
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
高
齢
者
間
の
出
会
い
の
手
助
け
、
子
育
て
マ
マ
の
交
流
、
障
害
者

の
協
働
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
思
い
で
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
・
長
寿
社
会
文
化
協
会
（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）
は
、
こ
う
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
全
国
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
柱

に
据
え
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
単
行
本
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
フ
ェ
を
つ
く
ろ
う
！
」
を
編
集
し
、
翌
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
の
実
践
者
よ
り
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

研
究
会
」
を
35
回
、
開
い
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
活
動
を
飛
躍
さ
せ
よ
う
と
、
２
０
１
３
年
度
は
独
立
行
政

法
人
・
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
の
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
に

応
募
し
、
全
国
５
都
市
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
支
援
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
金
沢
、
京
都
、
名
古
屋
、
川
崎
の
各
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
東
京
の

Ｗ
Ａ
Ｃ
が
２
０
１
３
年
９
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開
設
講

座
を
開
き
、
全
体
で
１
０
０
人
以
上
の
受
講
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
な
か
に
は
、
受
講
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
カ
フ
ェ
の
開
設

に
乗
り
出
す
受
講
生
も
現
れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
２
月
23
日
に
東

京
で
開
い
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
全
国
交
流
会
」
で
は
、
各
地

か
ら
参
加
し
た
合
計
10
人
の
受
講
生
が
独
自
に
思
い
描
い
た
「
マ
イ
・

カ
フ
ェ
」
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
カ
フ
ェ
開
設
講
座
の
運
営
と
併
せ
て
、
金
沢
、
京
都
、
名
古
屋
、

川
崎
の
各
主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
作
成
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
活
動
経
過
と
成
果
を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
す
。

　長寿社会文化協会（WAC）は、独立行政法人福祉医療機構（WAM）の「社会福祉振興助成事業」から助成
金を得て、京都、金沢、名古屋、川崎、東京の全国５カ所で、地域の活性化を促すコミュニティカフェの開設
を支援する講座を開いた。
　WAMが定めた「全国的・広域的ネットワーク活動支援事業」の仕組みを活用し、「高齢者や障害児・者など
が地域で普通の暮らしをすることを支援する事業」のテーマに沿って事業に取り組んだ。
　この中でも、重点支援事業である「配食や買い物、移動支援、見守り、居場所づくり、心のケアなどにより、
高齢者・障害者などの社会からの孤立を防止する事業」として、コミュニティカフェ開設講座やガイドブック
制作を行った。
　講座の内容は、コミュニティカフェ概論、開設のための知識習得、実践例の見学・体験、起業プラン作成、ワー
クショップなどバラエティに富み、地域の実情に応じて、WACと連携団体がカリキュラムを編成し、30時間
前後の講座を開いた。講座終了後は、成果（コミュニティカフェ・プラン）発表と交流会を開き、一般市民へ
の PRも図った。

（東京都）
（神奈川県）

特定非営利活動法人

ぐらす・
かわさき

特定非営利活動法人 

金沢観光創造会議

特定非営利活動法人 

まちの縁側
育くみ隊

特定非営利活動法人 

つながる KYOTO
プロジェクト

（石川県）

（京都府）

（愛知県）
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神 奈 川田 代 美 香

さ
ま
ざ
ま
な
形
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」、

実
践
か
ら
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う
。

Kanagawa
たしろ・みか　百貨店勤務時代は、ボランティア
休職制度を利用し、青年海外協力隊に参加。その
後、フェアトレードショップを起業。2004 年よ
りぐらす・かわさき職員。コミュニティカフェ「メ
サ・グランデ」の立ち上げに携わり、コミュニティ
カフェなどコミュニティビジネス、ソーシャルビ
ジネスの起業支援に注力している。

子
育
て
、
介
護
か
ら
環
境
、
平
和
ま
で
・・・

地
域
で
直
面
す
る
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
自
分

た
ち
の
力
で
解
決
し
よ
う
と
試
み
る
人
々
を
、

身
近
で
見
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
活

動
を
い
か
に
持
続
可
能
に
す
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
常
に
大
き
な
関
心
事
だ
っ
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
手
段

を
試
み
よ
う
す
る
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
へ
の
起
業

相
談
を
担
っ
て
き
た
経
験
を
通
じ
て
私
が
知
っ

た
こ
と
は
、
多
く
の
方
が
「
場
」
を
設
け
、
人

と
人
を
つ
な
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
だ
っ

た
。
２
０
１
２
年
、「
相
談
に
乗
る
だ
け
で
な

く
、
実
践
者
で
あ
り
た
い
」
と
考
え
て
い
た
私

た
ち
は
、
地
域
の
縁
側
「
遊
友
ひ
ろ
ば
」
に
次

ぐ
、
第
2
の
拠
点
と
し
て
、「
み
ん
な
の
テ
ー

ブ
ル　

メ
サ
・
グ
ラ
ン
デ
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
地
産
地
消
の
小
さ
な
八
百
屋
と
、
食
べ
方

を
提
案
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る

講
座
や
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
を
開
業
し
た
い
人
向

け
の
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
な
ど
、
多
様
な
顔
を
持

つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
だ
。

こ
の
た
び
、
こ
の
メ
サ
・
グ
ラ
ン
デ
を
舞
台

に
、
19
名
の
受
講
生
を
迎
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
を
開
催
し
た
。
6
回
連

続
講
座
の
山
場
は
、
受
講
者
全
員
で
の
ワ
ン
デ

イ
シ
ェ
フ
体
験
だ
っ
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
、

メ
ニ
ュ
ー
決
め
、
役
割
分
担
な
ど
、
多
様
な
準

備
が
あ
る
こ
と
、
メ
ン
バ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、

身
を
も
っ
て
体
験
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
自
分
た
ち
の
作
っ
た
料
理
や
飲
み
物
を

出
す
楽
し
み
、
接
客
・
も
て
な
し
の
喜
び
、
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
感
、
仲
間
と
笑
い
あ
え
る
嬉
し

さ
、
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
味
わ
え
た
は
ず

だ
。
メ
ニ
ュ
ー
表
や
当
日
の
工
程
表
を
徹
夜
で

作
っ
て
き
て
く
れ
た
人
も
い
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
準
備
の
大
変
さ
も
味
わ
っ
た
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
「
地
域
の
た

ま
り
ば
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
は
実
に

多
様
な
も
の
で
、
そ
れ
ら
を
ど
う
深
め
て
事
業

計
画
の
形
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
、
そ
の
工

程
を
一
緒
に
や
る
の
は
難
し
い
作
業
だ
っ
た

が
、
多
様
な
発
想
を
お
互
い
に
知
る
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
か
っ
た
。

自
分
の
カ
フ
ェ
を
開
設
直
前
と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
で
受
講
し
て
く
れ
た
参
加
者
も
あ
り
、
講

座
最
終
日
が
、
そ
の
カ
フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
日
、

と
い
う
こ
と
で
、
講
座
後
お
祝
い
に
駆
け
付

け
た
仲
間
も
い
た
。
こ
の
講
座
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
仲
間
同
士
の
今
後
の
交
流
や
協
力
体
制

も
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

代表

「メサ・グランデ」の店頭には、いつも新鮮な野菜が並んでいる。
店内に入ると、多種多様な野菜の食べ方を提案するレストラン
カフェ。大きなテーブル（スペイン語でメサ・グランデ）が置か
れ、オープンキッチンの中と外、作る人と食べる人が共に一つ
の空間を作り出す。飲食サービスを始めたい人が「ワンデイシェ
フ」にチャレンジできるなど、新しい交流やコミュニティビジネ
スを生み出す地域の拠点である。

20 代から 60 代まで、19 名の老若男女が参加した、神奈川の「コミュニティ
カフェ開設講座」。多くの実践例を見聞きし、実践も交えながら、各自の事
業計画を作っていった。自分のプランをブラッシュアップしていった。

みんなのテーブル メサ・グランデ
川崎市中原区新城 5-2-13　http://mesa-grande.blogspot.jp/

コミュニティカフェ紹介

「現場を知る」、
「体験する」を大切に、仲間づくり

産業能率大学准教授の中島智人さんを講
師に、コミュニティカフェの役割や外国
での事例などをお聞きし、「みた・まちも
りカフェ」の塩沢和美さんの事例発表を
お聞きした。

「コミュニティカフェ」ってなに？
今、地域に求められる
つながりの場づくり

9/21 sat説明会

特定非営利活動法人　ぐらす・かわさき　理事・事務局長

特定非営利活動法人 ぐらす・かわさき

事業計画の作り方の基礎を、中小
企業診断士の原賢治さんに学び、
漠然とした夢を少しずつ文章化し
ていく中で、輪郭を持たせていっ
た。

「コュニティカフェであろうと、
普通のカフェであろうと、経営で
一番大事なのはお金です」。中小
企業診断士の山岡雄己さんを講師
に、主に飲食部門の収支計画の考
え方を学んだ。

金沢の事例を、講師の加茂谷慎治
さんよりお聞きした後、受講生の
プラン発表。全国交流会での発表
者 2 名を決定。最後はカフェでの
ドリンク提供の実習で締めくくっ
た。

コミュニティカフェの 
コンテンツづくり

コミュニティカフェの
運営スキル

プラン発表
「私の目指すコミュニティカフェ」

10/27

11/16

12/8

sun

sat

sun

2

4

6

「自分の夢って何だっけ？自分が
本当に実現したいことは？」自
分トリセツ講師の中丸恵美さん
を講師に、夢を見える化。コミュ
ニティカフェ「まめり」を運営
している有北郁子さんに体験談
もお聞きした。

廃食油を燃料に走る「エコバス」
を使って、　「スペースナナ」「大倉
山ミエル」「SoAN」「ココデ」の 4
軒のコミュニティカフェを訪問し
た。実際に運営している方からカ
フェ開設のきっかけや、運営の工
夫、苦労話などを直接お聞きした。

受講者全員で、1 日営業体験。「コ
ミュニティマルシェ」と銘打って、
料理は「6 種の根菜カレー」「き
のこたっぷり！やわらか塩麹チキン」

「いろどり野菜のあっタコライス」
に、太陽光発電ワークショップな
ど、みんなで腕を振るった。

自分トリセツ、
自分の夢ってなに？

コミュニティカフェ体験ツアー
（エコバスツアー）

実践コミュニティカフェ
模擬営業

10/19

11/10

11/30

sat

sun

sat

1

3

5

講座アーカイブ



神 奈 川Kanagawa

水野悦子さん（横浜市）、澁谷直子さん（川崎市）
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開 設 講 座
ダ イ ジ ェ ス ト

現場を訪れてイメージを明確化し、夢を言葉に。
1 日起業体験で、やりたい形が見えてくる。

神
奈
川
で
は
、
川
崎
市
中
原
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
「
メ
サ
・
グ
ラ
ン
デ
」
を
舞
台

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぐ
ら
す
・
か
わ
さ
き
事
務

局
長
の
田
代
美
香
（
た
し
ろ
み
か
）
さ
ん
が

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
実
際
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
現
場
を
見
て
話
を
聞
い
た

り
、
受
講
生
が
一
丸
と
な
っ
て
1
日
カ
フ
ェ

起
業
体
験
を
し
て
、
夢
の
形
を
具
体
化
し
て

い
っ
た
。

み
ん
な
、
人
と
話
が
で
き
る 

場
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
講
座
初
日
に
、
実
践
者
の
事
例
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
っ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

「
ま
め
り
」
の
有
北
郁
子
さ
ん
の
お
話
に
は
、

多
世
代
の
交
流
を
目
指
し
て
、
誰
に
で
も
行

き
や
す
い
場
づ
く
り
の
工
夫
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
色
々
な
人

が
入
れ
る
よ
う
、
作
り
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
の

チ
ョ
イ
ス
や
、
気
軽
に
行
け
る
価
格
設
定
な

ど
は
、
参
加
者
の
多
く
に
参
考
に
な
っ
た
。

「
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
を
つ
く
る
わ
け
で
は
な

い
。
目
的
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
価
格
設
定

が
重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

事
業
計
画
づ
く
り
は
基
礎

　
「
夢
を
形
に
し
て
い
く
た
め
に
、
自
分
の

目
的
は
何
な
の
か
？　
誰
に
ど
こ
で
何
を
ど

う
や
っ
て
提
供
し
た
い
の
か
？　
そ
れ
ら
を

一
つ
一
つ
丁
寧
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
」
と
、
指
導
し
て
く
れ
た
中
小
企
業
診
断

士
の
原
賢
治
さ
ん
。「
し
っ
か
り
と
し
た
計

画
づ
く
り
を
意
識
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」 

と

激
励
し
た
。

飲
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ら
、 

 

徹
底
的
に

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
中
途
半
端
な
飲
食
を
提
供
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
普
通
の
飲
食
店
と
同
じ
土
俵
に

立
っ
て
、
接
客・美
味
し
さ
を
追
求
し
つ
つ
、

メ
ニ
ュ
ー
構
成
の
工
夫
に
よ
り
、
収
益
を
上

げ
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
説
い
た
、
講
師
の

山
岡
雄
己
さ
ん
。「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
視

点
も
常
に
シ
ビ
ア
に
持
っ
て
経
営
に
臨
ま
な

い
と
、
社
会
貢
献
な
ど
で
き
な
い
。
宣
伝
や

メ
ニ
ュ
ー
表
作
り
な
ど
、
細
か
い
点
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
強
調

し
た
。

全国交流会で事業プラン発表

2
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
全

国
交
流
会
」
で
は
、
神
奈
川
か
ら
選
ば
れ
た
2
名
が
事

業
計
画
を
発
表
し
た
。川
崎
市
高
津
区
の
澁
谷
直
子（
し

ぶ
や
な
お
こ
）さ
ん
と
横
浜
市
港
北
区
の
水
野
悦
子（
み

ず
の
え
つ
こ
）さ
ん
だ
。
発
表
当
日
に
向
け
て
、パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
準
備
、
気
合
十
分
で
臨
ん
だ
。

農
園
体
験
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
母
家
」

　

澁
谷
直
子
さ
ん
は
、
農
家
に
嫁
い
で
15
年
の
「
嫁
」

の
立
場
で
、
都
市
農
家
の
持
つ
資
源
を
有
効
に
使
い
、

次
世
代
の
た
め
に
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
た
め
に
、「
誰
か
が
や
ら
ね
ば
！
」
と
い
う
強

い
気
持
ち
で
、「
母
家
」
と
い
う
名
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
を
計
画
し
た
。

　

自
ら
も
子
育
て
を
す
る
中
で
培
っ
た
地
域
の
仲
間
と

共
に
、
四
季
折
々
の
農
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
す
で

に
地
域
の
子
供
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
春
の
タ
ケ

ノ
コ
掘
り
、
ソ
ラ
豆
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
、
夏
の
そ

う
め
ん
流
し
、
秋
の
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、
冬
の
餅
つ
き

や
し
め
縄
づ
く
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
都
市
農
家
と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
と
直

接
契
約
し
、
流
行
の
西
洋
野
菜
な
ど
を
積
極
的
に
栽
培

す
る
な
ど
の
経
営
手
腕
も
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

講
座
の
受
講
生
仲
間
ら
と
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
の
見
学
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

今
回
、
全
国
交
流
会
で
発
表
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
こ

と
で
、
事
業
計
画
を
整
理
し
、
多
く
の
人
に
説
明
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

発
表
の
翌
日
か
ら
母
家
の
工
事
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

築
１
０
０
年
の「
母
家
」の
改
築
を
機
に
、我
が
家
の「
母

家
」
か
ら
地
域
の
「
母
家
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
秋
に

は
い
よ
い
よ
新
た
な
「
母
家
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

受
講
生
一
同
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

話
場
（
は
な
し
ば
）・ 

伝
承
（H

and dow
n

）・
韓
国
（H

an

）・ 
H

an jan H
aja!(

一
杯
飲
も
う
！)

の
、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「H

an

」

　

横
浜
市
に
住
む
水
野
悦
子
さ
ん
は
、
数
年
後
に
ご
主

人
の
広
島
の
実
家
近
く
で
、
世
代
間
交
流
と
生
活
文
化

の
伝
承
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「H

an

」
を

計
画
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
彼
女
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
カ
フ
ェ

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、「
大
倉
山
ミ
エ
ル
」
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と

出
会
っ
た
こ
と
で
、
一
気
に
関

心
が
高
ま
っ
た
の
だ
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
、
そ
こ
に
集
う
人
た
ち
に
も
、「
な

に
か
や
り
た
い
！
」
と
思
わ
せ
る
も
の
を
持
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　

水
野
さ
ん
は
、
広
島
の
田
園
地
帯
で
、
親
子
で
農
業

体
験
や
山
菜
採
り
な
ど
の
拠
点
と
な
り
、
ま
た
、
広
島

と
ご
自
身
の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る
韓
国
と
の
懸
け
橋
と
も

な
る
よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い
る
。
韓
国
料
理
の
飾
り

巻
き
キ
ン
パ
、
パ
ッ
ピ
ン
ス
、
ホ
ッ
ト
ッ
ク
な
ど
、
自

分
自
身
も
韓
国
人
の
母
親
か
ら
韓
国
料
理
の
伝
承
を
こ

れ
か
ら
受
け
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
移
住
成
功
の
日
ま
で
、
リ
サ
ー
チ
す
る
日
々

が
続
く
。

講師の原賢治さん

講師の有北郁子さん

講師の山岡雄己さん

農家の母屋から出てきた着物をリメイクし
た服で発表する澁谷さん

事業計画を発表する水野さん
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受 講 生 の 声多くの出会いも収穫のひとつです。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座　

神
奈
川
」
に

は
、
東
京
・
埼
玉
か
ら
も
含
め
19
名
が
参
加
し
た
。

神
奈
川
県
内
で
は
川
崎
・
横
浜
か
ら
の
参
加
が
多

か
っ
た
が
、
逗
子
な
ど
、
県
内
各
地
か
ら
20
代
～
60

代
ま
で
幅
広
い
受
講
生
が
集
ま
っ
た
。男
性
は
4
名
、

女
性
は
15
名
と
圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
、
平
均
年
齢

は
45
歳
と
、
比
較
的
若
い
層
の
受
講
生
が
多
か
っ
た

の
が
特
徴
的
だ
。

　
講
座
の
う
ち
、
数
回
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ　
Ｅ
テ
レ
「
団
塊

ス
タ
イ
ル
」
の
取
材
も
入
り
、
後
日
、
講
座
の
模
様

も
放
送
さ
れ
る
な
ど
、全
国
的
に
も「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
っ

た
。

＊
　
＊
　
＊

　
奈
佐
英
樹
さ
ん
と
石
井
達
郎
さ
ん
は
、「
逗
子

60’s
」

と
い
う
市
の
施
策
で
で
き
た
シ
ニ
ア
の
市
民
活
動
育

成
の
事
業
で
、
自
分
た
ち
自
身
が
楽
し
め
る
場
を
作

り
、
収
益
も
あ
る
程
度
確
保
し
、
小
遣
い
稼
ぎ
程
度

の
収
入
は
得
つ
つ
、
地
域
貢
献
で
き
る
事
業
モ
デ
ル

を
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。
奈
佐
さ
ん
は
、
太
陽
光
発

電
の
装
置
を
使
っ
た
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
模
擬
体
験
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
実
施
。
小
さ
な
電
力
で
も
日
ご
ろ
か
ら
自
分
で
作

る
と
い
う
発
想
は
、
参
加
者
に
共
感
を
与
え
た
。

　

石
井
さ
ん
が
講
座
に
参
加
し
て
の
感
想
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
作
り
は
総
論
か
ら
考
え
る
の
で

は
な
く
、
各
論
か
ら
入
っ
て
、
軌
道
修
正
を
か
け
て

い
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
。

最
大
公
約
数
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
至
難
の

業
。
持
て
る
マ
ン
パ
ワ
ー
、
得
意
分
野
や
使
え
る
資

源
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
叶
え
た
い
夢
な
ど
を
前
面

に
出
し
て
、
事
業
計
画
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
今

後
の
成
果
が
見
え
て
く
る
と
気
づ
い
た
。

　
今
回
の
参
加
者
中
最
も
若
い
20
代
の
伊
達
祐
希
さ

ん
と
、子
育
て
中
の
マ
マ
、高
谷
恵
美
子
さ
ん
ら
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
模
擬
体
験
」
で
メ
ニ
ュ
ー

の
選
定
や
試
作
、
当
日
の
工
程
表
づ
く
り
な
ど
、
講

座
時
間
外
に
も
多
く
の
時
間
を
割
い
て
、
準
備
に
携

わ
り
、
本
番
も
前
面
で
皆
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
く
れ
た
。

　

講
座
最
終
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
迎
え
た
、

同
じ
く
受
講
生
の
大
橋
ゆ
り
さ
ん
の
お
店
「
ム
ビ
リ

ン
ゴ
」
に
見
学
兼
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
そ
の
後
は

時
々
手
伝
い
に
入
る
ま
で
に
な
っ
た
。
開
店
直
後
の

店
主
の
緊
張
感
や
、
い
よ
い
よ
夢
を
実
現
し
て
い
く

過
程
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、
自
分
の
夢
に

向
け
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に
加
速
し
た
よ

う
だ
。

　

障
害
者
施
設
で
働
い
て
い
る
鳥
越
正
昭
さ
ん
は
、

栄
養
士
の
小
泉
由
美
子
さ
ん
や
、
地
域
に
暮
ら
す
ど

ん
な
人
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
居
場
所
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
考
え
て
い
た
田
畠
麻
帆
さ
ん
、
鹿
島
節
子

さ
ん
と
協
力
し
て
、「
高
齢
者・障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
ど
う
作
る
か
と
い
う
観
点
で
の
カ
フ
ェ
」

の
プ
ラ
ン
を
考
え
た
。地
域
に
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
、

自
立
し
て
経
済
活
動
す
る
役
割
と
生
き
が
い
が
生
ま

れ
る
場
を
つ
く
る
た
め
、「
川
崎
餃
子
カ
フ
ェ
」
と

い
う
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
。

　
歯
科
衛
生
士
と
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
資
格
を
持
ち
、
会
計
が
得
意
と
い
う
鈴
木
淳
子
さ

ん
は
、
い
つ
も
明
る
い
雰
囲
気
で
仲
間
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
た
。
す
で
に
多
世
代
交
流
を
目
的
と
し
た

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
こ
ど
も
教
室
を
運
営
し
て
き

た
実
践
者
だ
。
持
っ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て

新
し
い
な
に
か
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た

が
、
具
体
的
に
何
か
を
行
う
と
い
う
よ
り
も
、
そ
こ

を
使
っ
て
何
か
を
や
り
た
い
人
と
の
出
会
い
を
求
め

て
の
参
加
で
も
あ
っ
た
。
最
終
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
講
師
か
ら
の
講
評
で
は
、「
資
格
は
自

分
を
閉
じ
込
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
番
や
り
た
い

こ
と
を
明
確
に
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
シ
ビ
ア
な

コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

　
熊
谷
京
子
さ
ん
は
、伊
達
祐
希
さ
ん
と
協
力
し
て
、

「
田
舎
」
と
い
う
事
業
プ
ラ
ン
を
立
て
た
。
山
間
部

な
ど
の
高
齢
者
は
一
人
暮
ら
し
が
多
く
、
栄
養
の
偏

り
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
地
場
の
食
材
を
持
ち

寄
っ
て
、一
緒
に
料
理
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

一
緒
に
食
べ
る
場
所
を
作
り
た
い
と
考
え
た
。「
食

べ
る
」こ
と
は
単
に
栄
養
を
取
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

「
生
き
る
栄
養
」
も
取
る
行
為
な
の
だ
と
言
う
。
ビ

ジ
ネ
ス
的
な
面
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
資
源

や
協
力
者
を
探
す
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う
コ
メ
ン
ト

も
あ
っ
た
。
な
お
、熊
谷
さ
ん
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
模
擬
体
験
」
で
は
得
意
の
お
菓
子
作
り
の
技

を
活
か
し
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
作
り
、
好
評
を
得

た
。
講
座
終
了
後
、
定
期
的
に
「
メ
サ・グ
ラ
ン
デ
」

で
、
お
菓
子
の
製
作
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
大
橋
ゆ
り
さ
ん
は
、
世
界
の
家
庭
料
理
を
テ
ー
マ

に
、
日
替
わ
り
シ
ェ
フ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
経
験
を

積
ん
で
き
た
。「
メ
サ
・
グ
ラ
ン
デ
」
の
ワ
ン
デ
イ

シ
ェ
フ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ェ
フ
と
い
う
仕
組
み
も
す

で
に
使
っ
て
、
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
事
業
計
画
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
も
進
ん
だ
状
況
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
講
座
へ
は
、
あ
る
意
味
、
最
後
に
事
業
計
画
や
コ

ン
セ
プ
ト
作
り
な
ど
の
考
え
方
に
つ
い
て
確
認
を
し

た
い
、
他
の
カ
フ
ェ
の
情
報
を
一
気
に
収
集
し
た
い

と
い
う
目
的
を
も
っ
て
の
参
加
で
あ
っ
た
。
受
講
生

の
中
に
は
、
漠
然
と
夢
を
持
っ
て
い
る
方
か
ら
、
大

橋
さ
ん
の
よ
う
に
起
業
直
前
と
い
う
方
ま
で
様
々
な

ス
テ
ー
ジ
の
方
が
お
り
、
そ
れ
ら
が
お
互
い
に
刺
激

し
合
う
結
果
と
な
っ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
内
容
・
広
報
・

設
計
施
工
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
仕
入
れ
ル
ー
ト
な

ど
、
細
々
と
し
た
、
し
か
し
現
実
的
な
話
を
、
毎
回

受
講
生
た
ち
が
大
橋
さ
ん
を
取
り
囲
ん
で
、
熱
心
に

聞
い
て
い
る
姿
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

奈
佐
英
樹
（
な
さ
・
ひ
で
き
）
さ
ん

逗
子
市
か
ら
参
加
の
自
営
業
。「
ず
し

60’s
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
逗
子
市
市
民
協
働

部
と
と
も
に
、多
世
代
交
流
の
で
き
る
「
地

域
の
た
ま
り
ば
」
づ
く
り
を
模
索
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
講
座
を
知
り
、
仲
間

と
と
も
に
受
講
。

小
泉
由
美
子（
こ
い
ず
み
・
ゆ
み
こ
）さ
ん

住
ん
で
い
る
地
域
と
離
れ
て
仕
事
を
し
て
き

た
の
で
、
地
域
に
あ
ま
り
縁
が
な
か
っ
た
が
、

地
域
の
重
要
性
を
最
近
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
栄
養
士
の
経
験
を
活
か
し
て
「
食
」
に

関
わ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
地
域
で
始
め
た
い
。

伊
達
祐
希
（
だ
て
・
ゆ
う
き
）
さ
ん

食
の
仕
事
を
経
験
後
、
新
潟
県
旧
山
古
志

村
で
山
菜
取
り
、
ぜ
ん
ま
い
揉
み
な
ど
の

山
の
暮
ら
し
を
体
験
。
村
の
中
で
自
然
と

人
が
集
ま
り
、「
お
茶
の
み
」
を
す
る
中
で

情
報
交
換
で
き
、
助
け
合
い
が
始
ま
る
こ

と
を
知
っ
た
。

熊
谷
京
子
（
く
ま
が
い
・
き
ょ
う
こ
）
さ
ん

お
菓
子
作
り
が
好
き
で
師
範
の
資
格
を
持

つ
。
自
分
の
つ
く
っ
た
も
の
で
み
ん
な
が

幸
せ
に
な
っ
た
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
空
間
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
と
い

う
。

高
谷
恵
美
子
（
た
か
や
・
え
み
こ
）
さ
ん

子
育
て
中
の
親
子
が
集
え
る
「
親
子
カ

フ
ェ
」
を
開
き
た
い
と
考
え
て
参
加
。
２

歳
の
息
子
を
育
て
る
中
で
、
地
域
の
人
に

助
け
ら
れ
た
経
験
も
多
く
、
子
育
て
中
の

マ
マ
が
孤
独
に
な
る
こ
と
な
く
過
ご
せ
る

場
を
作
り
た
い
と
思
い
受
講
。

鈴
木
淳
子
（
す
ず
き
・
じ
ゅ
ん
こ
）
さ
ん

地
域
の
人
と
人
と
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

れ
る
ま
ち
の
縁
側
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
シ
ェ
ア
ル
ー
ム

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
と
い
う
よ
う
な
形
で
実
現
し
て

み
た
い
と
い
う
。

鳥
越
正
昭（
と
り
ご
え
・
ま
さ
あ
き
）さ
ん

障
害
者
福
祉
施
設
職
員
。
法
人
に
よ
る
事

業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
で

き
な
い
か
、
知
的
障
が
い
者
の
人
た
ち
が

ホ
ス
ト
と
し
て
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
が

で
き
な
い
か
と
思
い
、
受
講
。

大
橋
ゆ
り
（
お
お
は
し
・
ゆ
り
）
さ
ん

「
メ
サ
・
グ
ラ
ン
デ
」
で
の
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ

な
ど
で
、
経
験
を
積
ん
で
き
た
。
も
う
す
ぐ

自
分
の
店
を
開
店
予
定
と
い
う
状
況
で
、
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
自
分
で
つ
か
ん

で
い
た
い
、仲
間
と
も
出
会
い
た
い
、と
参
加
。

神 奈 川Kanagawa



10Community Cafe11

神 奈 川Kanagawa

コミュニティ

カフェの
現場を訪ねて

http://spacenana.com/index.html
横浜市青葉区あざみ野1-21-11
TEL:045-482-6717
11:00～18:00、月・火曜休み
メニュー：フェアトレードのコーヒー、紅茶、ハニージンジャー
運営者：NPO法人スペースナナ

http://www.cafe-cocode.com
川崎市高津区久本1-6-2
TEL:044-877-0131
9:00～18:00（土10:00～16:00）、日曜・祝日休み
メニュー：多穀米リゾット、プレート料理、パスタなど
運営者：NPO法人コスモス

スペースナナ

コミュニティカフェ

ココデ

コミュニティカフェ紹介

コミュニティカフェ紹介 　

現
場
の
運
営
者
か
ら
直
接
、

開
設
の
き
っ
か
け
や
思
い
、
苦

労
話
や
や
り
が
い
な
ど
を
お
聞

き
す
る
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り

が
個
々
に
訪
問
し
て
も
難
し
い
の
だ
が
、
講
座
の
一

環
と
し
て
、
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、
ゆ
っ
く
り
と

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
店
内
の
雰
囲
気
や
素

材
感
、
規
模
感
、
料
理
や
飲
み
物
な
ど
、
実
際
に
そ

の
場
に
行
っ
て
み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
そ
の
日
は
4
件
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

を
巡
っ
た
が
、
移
動
に
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
崎
市
民
石
け
ん
プ
ラ
ン

ト
が
回
収
す
る
廃
食
油
を
燃
料
に
し
て
走
る
「
エ
コ

バ
ス
」
に
よ
る
快
適
な
移
動
と
な
っ
た
。
廃
食
油
回

収
ポ
イ
ン
ト
に
い
く
つ
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

が
協
力
し
て
い
る
こ
と
も
、
受
講
者
は
知
る
こ
と
と

な
っ
た
。

店
名
の
由
来
は
、
造
形
作
家 

二
キ
・
ド
・
サ
ン
フ
ァ
ル
作
の 

陽
気
で
豊
満
な
女
人
像
「
ナ
ナ
」

　
交
通
量
の
多
い
道
路
沿
い
に
あ
る
「
ス
ペ
ー
ス
ナ

ナ
」は
、ア
ー
ト
作
品
の
展
示
が
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
タ
ジ
オ
と
小
さ

な
カ
フ
ェ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
思
い
を
語
っ
て
く

れ
た
の
は
、
メ
ン
バ
ー
の
柴
田
暁
子
さ
ん
と
中
村
泰

子
さ
ん
だ
。

　
「
居
心
地
良
く
暮

ら
す
た
め
の
力
が

湧
く
場
を
持
ち
た

い
」「
自
分
た
ち
が

良
い
と
思
っ
た
品

物
を
多
く
の
人
に

紹
介
し
た
い
」「
表

現
者
を
応
援
し
た

い
」「
生
き
に
く
く

な
っ
た
人
や
生
活

弱
者
を
応
援
し
た
い
」
…
な
ど
の
熱
い
思
い
で
、
メ

ン
バ
ー
が
出
資
し
、
店
番
を
続
け
て
い
る
。
意
識
を

共
有
で
き
る
メ
ン
バ
ー
が
支
え
合
っ
て
運
営
し
て
い

る
姿
に
、
清
々
し
さ
と
仲
間
の
大
切
さ
を
知
ら
さ
れ

た
。

　

ち
ょ
う
ど
開
催
さ
れ
て
い
た
「
幸
せ
を
つ
な
ぐ

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
展
」
で
、
か
わ
い
ら
し
い
小
物
の

買
い
物
に
も
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
受
講
生
た

ち
で
あ
っ
た
。

「
こ
こ
で
や
ろ
う
」 

「
こ
こ
で
生
き
て
い
こ
う
」 

だ
か
ら
、
コ
コ
デ

　
運
営
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ス
モ
ス
理
事
長

の
横
山
典
子
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
。「
コ
コ

デ
」
の
近
く
で
、
知
的
障
が
い
者
の
方
の
共
同
生
活

介
護
事
業
も
行
っ
て
い
る
。
お
店
に
足
を
運
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
さ
く
ら
そ
う
会
」
と
協
働
を
し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
つ
ね

に
読
み
取
り
、
改
善
し
て
い
る
、
と
い
う
お
話
に
は

多
く
の
受
講
生
が
う
な
ず
い
た
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
プ
レ
ー
ト
料
理
や
お

弁
当
、
お
子
さ
ん
に
も
食
べ
や
す
い
お
む
す
び
や
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
、
お
客
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
て

い
く
う
ち
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、「
法
令
順
守
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
最
低

賃
金
を
含
め
、
雇
用
や
契
約
面
で
ず
さ
ん
な
こ
と
が

な
い
よ
う
気
を
配
っ
て
い
る
。
社
会
的
に
責
任
を

持
っ
た
事
業
者
と
し
て
の
誇
り
が
輝
い
て
い
た
。

お客様同士の繋がりをはぐくむカフェ。

NPO 法人スペースナナの中村泰子さん（左）、柴田暁子さんが説明をしてくださった。

NPO 法人コスモスの横山典子さん ( 右 ) が説
明してくださった。

見学当日は NHK の取材も入った。
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愛 知延 藤 安 弘

「
お
い
し
い
文
化
の
雫
」が

地
域
に
ひ
ろ
が
っ
て
ほ
し
い
。

A i c h i
えんどう・やすひろ　ヒラメのエンガワのように
美味しい「まちの縁側」好き。子どもとお年より、
生活者と専門家、市民と行政の間に、縁側のよう
に内と外の間の境い目のない「エンガワ社会」実
現のために、全国各地で小さな居場所づくりから
はじまるのびやかなまち育てを支援している。最
近著『まち再生の術語集』（岩波新書）。

愛
知
・
名
古
屋
は
、
尾
張
と
三
河
が
個
性
を

競
い
自
ら
の
存
在
価
値
を
主
張
し
て
き
た
歴
史
・

文
化
の
あ
る
と
こ
ろ
。
ま
ち
の
縁
側
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
も

ひ
と
り
ひ
と
り
自
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
抱
負
を

も
つ
方
々
。
彼
ら
の
つ
ぶ
や
き
の
響
き
合
い
の
中

に
、
こ
れ
か
ら
開
花
す
る
で
あ
ろ
う
こ
の
地
域

の
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
ら
か

と
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、「
音
楽
と
ア
ル
コ
ー

ル
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
ビ
ー
ル
な
ど
面
白
い
混
ぜ

合
わ
せ
」「
イ
ベ
ン
ト
も
日
常
の
営
み
も
、
初
め

て
の
人
が
き
や
す
い
よ
う
に
、
普
段
に
溶
け
こ
ん

で
い
く
」「
幸
せ
が
巡
る
満
腹
亭

－

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
や
オ
ヤ
ジ
飛
び
込
む　

熟
女
群
」「
違
和

感
が
無
い
と
思
え
る
、
参
加
し
な
い
自
由
、
見
て

い
る
だ
け
で
も
良
い
関
係
」「
分
化
し
な
が
ら
、

緩
や
か
に
つ
な
が
り
な
が
ら
、
中
心
が
無
い
、
脱

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」「
カ
ム
ツ
ー
チ
イ
キ
の
ヘ
ソ
の
小

学
校
へ
。
笑
顔
だ
ゾ
ー
、
直
し
た
る
ゾ
ー
」「
の

び
り
ニ
ャ
ン
友
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
祇
園
精
舎
の
鐘
の

声
、
物
語
が
生
ま
れ
て
く
る
」「
静
け
さ
と
緑
に

囲
ま
れ
、
駄
菓
子
屋
な
ど
に
ぎ
わ
い
の
中
で
ひ
と

り
ボ
ー
と
で
き
る
」「
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
や
ら
な

い
く
ん
は
偶
然
の
出
会
い
で
変
わ
っ
て
い
く
」「
苦

労
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
ド
ラ
マ
に
変
え
る
」。

因
み
に
、
各
キ
ー
ワ
ー
ド
の
頭
文
字
を
た
て
に

綴
っ
て
み
る
と
、「
お
・
い
・
し
・
い
・
ぶ
ん
・
か
・

の
・
し
・
づ
・
く
」
と
な
る
。

ま
ち
の
縁
側
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
、
地

域
に
「
お
い
し
い
文
化
の
雫
」
を
育
み
波
及
さ
せ

て
い
く
仕
掛
け
で
あ
る
こ
と
が
鮮
明
と
な
っ
た
。

人
と
人
、
人
と
ま
ち
の
か
か
わ
り
の
中
に
生
ま
れ

て
く
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の
「
生
き
る
力
」
の
育
み

の
文
化
創
造
と
し
て
の
居
場
所
づ
く
り
。
そ
れ
は

子
ど
も
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
、
障
が
い
者
か
ら
健

常
者
ま
で
、
も
の
覚
え
の
よ
く
な
い
方
か
ら
元
気

な
方
ま
で
、
混
ざ
り
あ
い
の
具
合
の
よ
い
、
ま
る

で
「
お
で
ん
」
の
よ
う
に
お
い
し
い
文
化
の
雫
を

生
み
だ
し
て
い
く
。
こ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
の

社
会
に
お
い
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
日
々
を
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
状
況
づ
く
り
に
不
可
欠
の
こ
と
。

受
講
生
の
中
に
は
、
近
々
具
体
的
実
践
の
初
め

の
一
歩
を
踏
み
だ
さ
れ
る
方
も
、
数
年
後
に
向
け

て
さ
ら
に
計
画
を
練
り
上
げ
よ
う
と
さ
れ
る
方
も

お
ら
れ
る
。
本
講
座
を
通
し
て
、
独
創
的
に
し
て

自
由
な
柔
か
い
ま
ち
の
縁
側
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
が
多
様
に
芽
吹
き
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

生
の
実
感
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
居
場
所
が
、
野
草

の
よ
う
に
生
き
生
き
と
育
ち
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
こ

と
に
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
あ
る
ご
と
に
か
か
わ
っ

て
い
き
た
い
。

代表

名古屋市中区錦二丁目のまちづくりを進める「錦二丁目まちづ
くり協議会」が、NPO 法人まちの縁側育くみ隊に運営を委託
しているまちの会所、地域が設立したまちづくりセンター。地
域づくりの会議室、おまつりや催し企画室になったり、最近で
はまちづくり事業が環境面や公共空間活用など多面化した事業
も生まれてきている。他には延藤安弘所有のまちづくり絵本や
専門書、哲学書等ライブラリー機能も併設している。

錦二丁目まちの会所
名古屋市中区錦 2-13-1 宮本ビル　http://www.engawa.ne.jp

コミュニティカフェ紹介

特定非営利活動法人まちの縁側育くみ隊　代表理事

特定非営利活動法人 まちの縁側育くみ隊
愛知の開設講座の特徴は、①毎回違うコミュニティカフェを現地体験した。② 5 つ
の段階でステップアップできる講座をプログラム。③幻燈会やワークショップを織
り交ぜ、受講生同士の交流や共感を引き出し個人の提案を紡ぎ出した。

探訪し五感で吸収する
実践的な連続開設講座

まちの縁側のパイオニアである丹
羽國子さんと延藤安弘先生からの
今求められるまちの縁側について
示唆に富んだ映像とお話で、丹羽
さんからは「生涯発達する人々の
潜在能力を蘇生させる、まちの縁
側の自律的効果」等を投げかけて
もらった。

講師の星野博さんから、参加型ま
ちづくりの仕掛け方や活動づく
りと、まちづくりの拠点となるコ
ミュニティカフェの運営ノウハウ
について、経営面から運営の知恵
までを学ぶ。また NPO 法人まち
の縁側育くみ隊が、建築デザイン
を支援した空間づくりも学ぶ。

名古屋市中区丸の内カフェにて、
NPO 法人まちの縁側育くみ隊の
錦二丁目長者町界隈のまちづくり
から、まち中コミュニティカフェ
となる実践を学ぶ。後半は各自の
思いを確認し講師陣からの専門的
な助言を行い各自が夢と現実を提
案して綴りだした。

名 古 屋 市 東 区「 ま ち の 縁 側
GOGO ！」のあるじ永井充さん
から、自分史にもなる生き甲斐
サロンの運営を伺うことができ
た。名古屋市昭和区「くれよん
BOX」の山口耕平さんと大久保
康男さんから運営のコツとして
あるじの包容力と自然体の運営
方針を学ぶ。

小牧市味岡児童館は、延藤先生
のコーディネートによる住民参
加ワークショップにより地域の
夢が実現された。子どもの縁を
通して地域が育ち合うまちの縁
側を見学。後半は一人一人が目
指すイメージを語り合いグルー
プで物語を紡ぎ出した。

各自提案をまとめあげ、午後か
ら発表を行った。内容が多彩な
提案となり、個人の関心事がま
ちの縁側になることや、まちの
縁側の多様性と可能性について 6
名の講師陣から丁寧な講評をも
らい、受講生には互いの提案に
示唆を交歓できる発表となった。

まちの縁側づくりへの
呼びかけ

しくみづくり
尾張一宮のコミュニティカフェにて講座を開催

うごきづくり

きもちづくり

かたちづくり

提案づくり

9/28

11/16

12/7

11/2

11/30

12/21
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sat
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sat
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9/28土

まちの縁側・居場所をつくろう！

コミュニティカフェ　開 設 講 座

主　催 公益社団法人長寿社会文化協会（WAC）　NPO法人まちの縁側育くみ隊 

講座説明会

　　　　　　　　　　　　千葉大学教授、愛知産業大学大学院教授を経て、

　　　　　　　　　　　　NPO法人まちの縁側育くみ隊代表理事。エ学博士。

　　　　　　　　　　　　全国各地の住民主体のまち育てにかかわってきた。

主な受賞：1990年日本建築学会賞（論文）、2001年度日本都市計画学会石川賞、

2006年日本建築学会賞(業績)、2013年こども環境学会賞、日本生活学会今和次郎賞。

主な著書：『こんな家に住みたいナ』、『まち再生の術語集』

延藤安弘

in  あいち

佛教大学教授を経て、ボランティア運営の

多目的福祉施設としての「まちの縁側クニハウス」(名古屋)

「まちの学び舎ハルハウス」（京都）の代表理事。

丹羽國子さん

まちの縁側GOGO！

身近な地域で、気の合う仲間も、
高齢者から障害者または子育て親子まで、みんなの居場所・
　　まちの縁側が今求められています。

　

　今回、私たちはまちの縁側づくりにおける

ソフトとハードのノウハウをお伝えする、

　「コミュニティカフェ開設講座」を開催します。

　関心ある方、開設を考えている方、連続講座・ワーク

ショップ方式で事例を巡り、各地のまちも見つつ仲間

づくりをしながら学びます。
講師は、まちの縁側育くみ隊の仲間達と延藤安弘です。

　
　　　　　　　　　　　　　　　

回
日程

場所

9月28日（土） アイリス愛知２階（名古屋市中区丸の内2-5-10）

無
料
説
明
会

14:00～16:００　　●幻燈会　延藤安弘
　　　　　　　なぜコミュニティカフェ、まちの縁側・居場所なのか

　　　　　　　まちの縁側の全国の事例より

　　●ゲスト　丹羽國子さん（一般社団法人まちの縁側クニハウス&

　　　　　　　　　　　　　　　　　まちの学び舎ハルハウス代表理事）

　　●開設講座の内容を案内、申し込みを募ります。

講座アーカイブ



岡田浩彰さん（愛知県安城市）、奥田陽子さん（岐阜市）
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愛 知

開 設 講 座
ダ イ ジ ェ ス ト

A i c h i

楽しい仕掛けのコミュニティカフェは、眠っているコミュニティを
目覚めさせる。地域にふさわしいコミュニティカフェを。

「
愛
知
」
に
は
、
20
代
か
ら
70
代
ま
で
の
19

人
が
参
加
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
の
縁
側
育
く

み
隊
の
延
藤
安
弘
先
生
を
中
心
に
、
坪
井
俊

和
先
生
、
名
畑
恵
先
生
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
て
、
き
も
ち
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
提
案
づ

く
り
ま
で
、
5
段
階
で
実
践
的
な
探
訪
と
講

座
受
講
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
験
す

る
、
体
験
学
習
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
型
の
講
座

が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
1
回　
「
き
も
ち
づ
く
り
」
で
は
、
延

藤
安
弘
先
生
の
ミ
ニ
幻
燈
会
か
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・
ま
ち
の
縁
側
へ
の
、
き
も

ち
づ
く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
訪
問
地
で

あ
る
「
ま
ち
の
縁
側
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」「
く
れ

よ
ん
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
の
事
例
を
学
び
、
受
講
生
の

自
己
紹
介
と
キ
モ
チ
を
語
り
合
い
交
歓
さ
せ

た
。

　

第
2
回　
「
し
く
み
づ
く
り
」
で
は
、
尾

張
一
宮
「com

-cafe
三
八
屋
」
の
星
野
博

先
生
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
運
営

と
経
営
、
さ
ら
に
仲
間
づ
く
り
や
、
お
ま
つ

り
の
苦
労
話
、
開
設
の
際
の
公
的
・
民
的
支

援
な
ど
掘
り
下
げ
た
お
話
と
解
説
を
し
て
い

た
だ
き
、
実
践
的
に
学
ん
だ
。
ま
と
め
か
ら

は
、「
志
縁
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
に
耳
を

澄
ま
し
、
志
民
仲
間
を
育
も
う
、
巻
き
込
も

う
！
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
小
さ
な
力
の

表
現
の
場
（
絵
本
・
農
・
食
・
精
神
障
害
な

ど
）
は
人
間
も
ま
ち
も
輝
か
せ
る
！　
人
を

は
ぐ
く
み
、
ま
ち
を
発
展
さ
せ
る
」
が
導
き

出
さ
れ
た
。

　

第
3
回　
「
か
た
ち
づ
く
り
」
で
は
、
坪

井
俊
和
先
生
か
ら
、
住
民
参
加
で
の
公
共
施

設
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
縁
側
化
さ
れ

た
、
小
牧
市
味
岡
児
童
館
の
展
開
を
聞
き
、

4
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

に
て
展
開
さ
れ
る
物
語
を
綴
り
交
歓
し
た
。

　

第
4
回　
「
う
ご
き
づ
く
り
」
で
は
、
名

畑
恵
先
生
か
ら
長
者
町
で
の
「
ま
ち
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」と
な
る
活
動
を
聞
き
、

各
自
が
提
案
づ
く
り
へ
と
進
化
さ
せ
た
。
ま

と
め
か
ら
は
「
良
い
場
所
の
判
断
は
色
々
あ

る
が
、
人
間
の
内
面
か
ら
発
す
る
生
き
る
リ

ズ
ム
が
良
い
物
差
し
で
は
な
い
か
。
①
あ
る

じ
自
ら
の
生
き
る
リ
ズ
ム　
②
ユ
ー
ザ
ー
の

生
き
る
リ
ズ
ム　
③
ま
ち
の
生
き
る
リ
ズ
ム

　

地
域
で
悩
ん
で
い
る
人
、
ま
ち
の
悩
み
、

ま
ち
の
生
き
る
力
を
内
面
か
ら
弾
ま
せ
る
仕

掛
け
を
」
が
生
ま
れ
た
。

　

第
5
回　
「
提
案
づ
く
り
」
で
は
、
こ
れ

か
ら
展
開
さ
れ
る
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
を
発
表
し
、
発
表

後
講
師
陣
か
ら
の
講
評
を
聞
き
、
エ
ー
ル
を

受
け
た
。

　
こ
の
5
回
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
型
の
講
座

か
ら
は
、
受
講
者
が
互
い
に
触
発
さ
れ
発
想

を
ふ
く
ら
ま
せ
、
仲
間
の
提
案
に
リ
ス
ペ
ク

ト
さ
れ
る
講
座
と
な
っ
た
。
受
講
生
達
の
今

後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

第２回発表の様子

第１回発表の様子

第４回発表の様子

全国交流会で事業プラン発表

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
講
座
・
愛
知
」
か
ら
は
岡
田

浩
彰
（
お
か
だ
・
ひ
ろ
あ
き
）
さ
ん
と
奥
田
陽
子
（
お

く
だ
・
よ
う
こ
）
さ
ん
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

岡
田
さ
ん
は
「Take your Favorite!

」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
多
世
代
の
お
客
さ
ん
が
好
き
な
モ
ノ
・
コ
ト
を

持
ち
込
み
、
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
場
と
し
て
、
奥

田
さ
ん
は
高
齢
者
が
気
軽
に
行
け
る
、「
物
理
的
に
も

精
神
的
に
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
な
場
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
を
提
案
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
に
対
す
る
根
本

的
な
考
え
は
「
ま
ず
は
自
分
の
居
場
所
と
な
る
よ
う
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
誰
か
の
居

場
所
と
な
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
も
の
だ
。

　

で
は
岡
田
さ
ん
に
と
っ
て

の
居
場
所
と
は
ど
ん
な
場
所

な
の
か
。
そ
の
答
え
の
ひ
と

つ
が
、「
自
分
の
好
き
な
モ

ノ
・
コ
ト
を
自
由
に
表
現
で
き
る
場
所
」
で
あ
る
。
ま

ず
は
岡
田
さ
ん
が
好
き
な
モ
ノ
・
コ
ト
を
通
し
て
お
客

さ
ん
と
交
流
す
る
。
次
に
、お
客
さ
ん
が
好
き
な
モ
ノ
・

コ
ト
を
持
ち
込
み
、
自
由
に
表
現
し
て
そ
の
場
に
い
る

人
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
む
。
そ
ん
な
風
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
を
育
み
た
い
。
だ
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「Take your Favorite!

あ
な
た
の
好
き
な
モ
ノ
・
コ

ト
を
持
ち
込
も
う
！
」。
自
分
の
好
き
な
モ
ノ
・
コ
ト

を
自
由
に
表
現
し
、
他
者
か
ら
共
感
を
得
た
り
、
つ
な

が
り
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
で
き
る
。
そ
れ
な
ら
、
な
ぜ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

が
必
要
な
の
か
。
そ
れ
は
同
じ
場
に
居
合
わ
せ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
か
ら
だ
。「
リ
ア
ル
な
場
で
、
五

感
を
使
っ
て
刺
激
を
得
ら
れ
る
場
所
。
公
民
館
と
カ

フ
ェ
の
中
間
で
あ
り
、
い
い
と
こ
取
り
」。
岡
田
さ
ん

は
こ
ん
な
風
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
表
現
し
た
。

　

岐
阜
市
で
作
業
療
法
士
を
し
て
い
る
奥
田
さ
ん
。
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
仕
事
・
遊
び
・
休
息
な
ど
の
日
常

の
作
業
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
そ
の
人
ら
し

く
生
き
て
い
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。以
前
、

奥
田
さ
ん
は
病
院
で
働
い
て
い
た
。
病
院
で
は
決
め
ら

れ
た
リ
ハ
ビ
リ
し
か
で
き
な
い
、
病
気
に
な
っ
た
人

し
か
見
れ
な
い
な
ど
、「
制
度
の
不
自
由
さ
」
が
あ
り
、

も
の
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

　

奥
田
さ
ん
は
病
院
を
辞
め
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
ま

で
の
あ
い
だ
石
垣
島
で
休
養
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
石

垣
島
で
は
周
り
の
人
が
温
か
く
接
し
て
く
れ
た
。
周
り

の
お
年
寄
り
も
生
き
生
き
と
し
て
い
た
。「
地
元
の
岐

阜
も
こ
う
だ
っ
た
ら
良
い
の
に
な
あ
」「
い
つ
か
自
分

で
も
こ
ん
な
場
所
を
つ
く
っ
て

み
た
い
な
あ
」
と
思
っ
た
そ
う

だ
。
そ
ん
な
時
に
今
回
の
講
座

に
つ
い
て
知
り
、
参
加
す
る
た

め
に
石
垣
島
か
ら
帰
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　

奥
田
さ
ん
が
提
案
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
」。「
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
場
所
」

「
空
間
も
、
心
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
場
所
」
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
」
に
来

た
お
年
寄
り
は
、
趣
味
や
生
き
甲
斐
を
通
し
て
リ
ハ
ビ

リ
が
で
き
る
。
病
気
で
な
く
と
も
体
や
こ
こ
ろ
の
悩
み

相
談
が
で
き
る
。「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
」は
こ
の
よ
う
に
、

制
度
内
福
祉
で
は
対
応
で
き
な
い
コ
ト
を
補
完
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
現
在
、
奥
田
さ
ん
は
小
規
模
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
働
い
て
い
る
。
新
規
事
業
所
を
出
店
す
る

計
画
が
あ
り
、そ
こ
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て「
ふ
ら
っ

と
カ
フ
ェ
」
の
考
え
方
が
採
用
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
更

な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

「Take your Favorite !」岡田さん

「ふらっとカフェ」奥田さん
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受 講 生 の 声

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座　
愛
知
」
に
参
加
し
た

の
は
19
人
。
最
初
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェっ
て
な
ん
だ
ろ

う
？　
と
い
う
ひ
と
が
大
半
だ
っ
た
。
全
5
回
の
講
座
で

は
、
実
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
訪
れ
て
体
験
し
な

が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
し
て
思
い
を
語
り
合
っ
た
。

「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
ろ
う
」「
だ
れ
か
と
楽
し

み
を
共
有
し
よ
う
」
と
い
う
思
い
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が

描
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
具
現
化
し
て
い
き
、
最
終

発
表
に
臨
ん
だ
。

＊
　
＊
　
＊

　
山
田
康
弘
さ
ん
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
を
し
て

い
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
は
、
品
質
に
問
題
が
な
い
食

品
を
企
業
か
ら
寄
付
し
て
も
ら
い
、
活
用
す
る
取
り
組

み
の
こ
と
。
山
田
さ
ん
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
、

会
社
人
間
だ
っ
た
退
職
者
を
外
へ
連
れ
出
し
、
に
ぎ
や

か
な
料
理
教
室
を
開
こ
う
と
考
え
て
い
る
。「
私
は
、
ひ

と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
ん
で
す
よ
。
他
人
と
関
わ

る
こ
と
で
責
任
、
役
割
、
協
力
関
係
な
ど
が
自
然
と
生

ま
れ
、
生
き
甲
斐
と
目
標
に
つ
な
が
る
『
居
場
所
』
を

つ
く
り
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　
丁
佐
華
さ
ん
は
、
と
に
か
く
猫
が
大
好
き
。
実
際
に

猫
を
飼
っ
て
お
り
、
猫
を
介
し
て
人
の
繋
が
り
が
で
き

る
と
い
う
経
験
を
し
た
。
丁
さ
ん
が
提
案
す
る
の
は「
猫

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」。
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
し
つ
け
の

仕
方
を
相
談
で
き
る
。こ
れ
か
ら
飼
う
人
は
猫
と
出
会
っ

た
り
、
猫
ト
モ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
飼
い
た
く

て
も
飼
え
な
い
人
で
も
、
日
常
的
に
猫
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
加
え
て
、
カ
フ
ェ
側
が
猫
の
保
護
活
動
や

里
親
募
集
を
行
う
こ
と
で
、
人
間
も
猫
も
快
適
に
共
生

で
き
る
ま
ち
を
育
む
。
そ
ん
な
大
き
な
構
想
を
楽
し
そ

う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　

玉
腰
明
子
さ
ん
は
、
２
０
１
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「Chou Chou

」
の
オ
ー

ナ
ー
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
更
に
良
い
も
の
に
育

む
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
、
講
座
に
参
加
し
た
。

Chou Chou

の
テ
ー
マ
は
「
地
域
の
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
世
代
が
集
ま
り
、
笑
顔
で
繋
が
る
ま
ち
の

た
ま
り
場
」。
講
座
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

に
対
す
る
自
分
の
考
え
が
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

特
に
、
延
藤
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
絵
本
「
わ
た
し
た
ち

の
て
ん
ご
く
バ
ス
」
は
、
今
後
の
活
動
に
お
け
る
バ
イ

ブ
ル
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
「
混
ざ

り
あ
う
」
カ
フ
ェ
と
す
る
た
め
に
様
々
な
提
案
を
さ
れ

て
い
た
。

　
信
野
さ
や
か
さ
ん
は
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
行

う
カ
フ
ェ
「
さ
く
ら
ん
坊
」
で
働
い
て
い
る
。
障
が
い

者
が
働
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、個
々

の
ペ
ー
ス
を
大
事
に
し
た
り
、
好
き
な
こ
と
を
活
か
す

と
い
っ
た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
信
野
さ
ん
は
、

地
域
に
住
む
よ
り
多
く
の
人
に
「
さ
く
ら
ん
坊
」
と
い

山
田
康
弘
（
や
ま
だ
・
や
す
ひ
ろ
）
さ
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
名
古

屋
所
属
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
を
し
て

い
る
。
寄
付
さ
れ
る
食
料
品
を
用
い
て
料

理
を
振
る
舞
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を

つ
く
り
、
会
社
人
間
だ
っ
た
人
の
た
め
の

定
年
後
の
居
場
所
と
す
る
こ
と
が
目
標
。

丁
佐
華
（
て
い
・
さ
か
）
さ
ん

愛
知
県
豊
橋
市
で
Ｏ
Ｌ
を
し
て
い
る
。
猫

が
大
好
き
。
以
前
、
猫
を
介
し
て
人
が
繋

が
る
と
い
う
体
験
か
ら
猫
を
テ
ー
マ
に
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
設
し
、も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
と
繋
が
り
た
い
と
思
い
、

今
回
の
講
座
に
参
加
し
た
。

玉
腰
明
子
（
た
ま
こ
し
・
あ
き
こ
）
さ
ん

名
古
屋
市
昭
和
区
に
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェChou Chou

」
の
オ
ー
ナ
ー
。

Chou Chou

を
よ
り
良
い
場
所
に
し
て
い

く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
思
い
、
今

回
の
講
座
に
参
加
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
世

代
が
混
ざ
り
あ
う
仕
掛
け
を
こ
れ
か
ら
た

く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

信
野
さ
や
か
（
し
な
の
・
さ
や
か
）
さ
ん

岩
倉
市
役
所
内
に
あ
る
、
障
が
い
者
の
就

労
支
援
を
行
う
カ
フ
ェ
「
さ
く
ら
ん
坊
」

で
働
い
て
い
る
。「
さ
く
ら
ん
坊
」
を
さ

ら
に
地
域
に
根
付
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
回

の
講
座
に
参
加
し
た
。

人生を豊かにしていく為の
コミュニティカフェが動き出した。

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
来

た
人
が
も
っ
と
楽
し
め
る
よ
う
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー

ツ
を
考
案
す
る
な
ど
、
自
分
で
で
き
る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
柳
川
明
弘
さ
ん
は
、
住
ん
で
い
る
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
小
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
学
校

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・
ま
ち
の
縁
側
化
す
る
こ
と
を

画
策
し
て
い
る
。
高
齢
化
し
て
き
た
地
域
に
お
い
て
、

生
き
甲
斐
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
・
出
会
い
の
場
所
・
互

い
の
敬
愛
の
心
を
宿
す
場
所
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ・

ま
ち
の
縁
側
で
あ
る
と
確
信
し
、
今
後
の
学
校
の
行
方

に
地
域
住
民
と
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ

と
。

　
永
井
充
さ
ん
は
、「
ま
ち
の
縁
側
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」
の
主

宰
者
。
近
く
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
廃
校
に
な
る
と

聞
き
、
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。「
生
徒
数
が
減
る

か
ら
学
校
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
老
若
男
女
が
集
う

か
ら
学
校
を
減
ら
せ
な
い
」
と
い
う
状
況
に
し
た
い
と

の
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
を
単
な
る
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
百
貨
店
」
の
よ
う
に

誰
で
も
入
れ
る
、
楽
し
い
場
所
に
し
た
い
の
だ
と
語
っ

た
。

　
加
藤
仲
葉
さ
ん
は
、
名
古
屋
市
中
心
部
の
繊
維
問
屋

街
、
長
者
町
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
い
る
。
幼
い
頃

か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
長
者
町
が
大
好
き
だ
と
い
う
。
長

者
町
で
、誰
か
の
居
場
所
と
な
る
よ
う
な
場
所
を
つ
く
っ

て
あ
げ
た
い
。
自
分
が
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な
っ
て
、

誰
か
に
「
居
て
よ
し
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
い
と
熱
く
語
っ

た
。
こ
の
「
居
て
よ
し
」
と
い
う
言
葉
は
、
居
場
所
を

つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
言
葉
を
端
的
に
表
し
、
受

講
生
の
心
に
残
る
言
葉
と
な
っ
た
。

　
延
藤
先
生
の
幻
燈
会
で
「
わ
た
し
た
ち
の
て
ん
ご
く

バ
ス
」
を
紹
介
さ
れ
、
バ
ス
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
物
語

に
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
梶
田
良
さ
ん
。「
い
ろ
い
ろ
な

人
が
集
ま
る
場
所
、一
息
つ
く
場
所
を
つ
く
り
た
い
」「
そ

こ
で
人
と
人
の
ナ
マ
の
出
会
い
を
通
し
て
、
刺
激
を
受

け
合
う
。
そ
ん
な「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー

ト
バ
ー
・
移
動
式
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
を
つ
く
り
た

い
と
の
こ
と
。
梶
田
さ
ん
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｌ
ｅ
ｔ

　
Ｉ
ｔ　
Ｂ
ｅ
」。「
訪
れ
た
人
を
受
け
入
れ
て
あ
げ
た

い
」「
ま
ち
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
」
と

い
う
。

＊
　
＊
　
＊

　
受
講
生
は「
こ
れ
か
ら
カ
フ
ェ
を
開
き
た
い
人
」と「
す

で
に
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
更
に
発
展
さ
せ
た
い
人
」
に
大

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。前
者
に
と
っ
て
は「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェっ
て
、な
ん
で
も
で
き
る
の
で
す
ね
」「
自

分
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
み
ん
な
と
シ
ェ
ア
す
る

場
所
で
す
ね
」
と
理
解
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

　
一
方
で
、
後
者
に
と
っ
て
も
「
進
路
を
見
直
す
良
い
機

会
と
な
っ
た
」「
カ
フ
ェ
同
士
の
繋
が
り
づ
く
り
に
も
な
っ

た
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
両
者
と
も
に
今
後
の
進
展

が
期
待
さ
れ
る
。

柳
川
明
弘
（
や
な
が
わ
・
あ
き
ひ
ろ
）
さ
ん

高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
、
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
。
小
学
校
が
統
廃

合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
廃
校
を
利
用
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・
ま
ち
の
縁
側

を
実
現
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
る
。

永
井
充
（
な
が
い
・
み
つ
る
）
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
ま
ち
の
縁
側
Ｇ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」
の
主
宰
者
。
自
ら
の
カ
フ
ェ

の
み
な
ら
ず
、
近
く
の
小
学
校
の
統
廃
合

に
伴
う
、
廃
校
の
活
用
方
法
を
考
え
て
お

り
、
議
論
す
る
た
め
に
講
座
に
参
加
し
た
。

加
藤
仲
葉
（
か
と
う
・
な
か
ば
）
さ
ん

長
者
町
地
区
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
み
、

ア
ー
ト
の
仕
掛
け
人
と
し
て
も
活
動
し
て

い
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
や
「
居

場
所
」
と
い
う
言
葉
の
包
容
力
に
興
味
と

必
要
性
を
感
じ
今
回
の
講
座
に
参
加
し
た
。

梶
田
良
（
か
じ
た
・
り
ょ
う
）
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
デ
ザ
イ
ン
と
木
工

を
担
う
芸
術
家
。「
人
と
人
の
ナ
マ
の
出
会

い
の
場
」
を
求
め
、「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス・コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
バ
ー
・
移
動
式
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
」
を
開
設
す
る
こ
と
が
目
標
。

愛 知A i c h i
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し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
受
講
生
か
ら
は
、「
純

粋
に
、
自
由
に
、
好
き
な
も
の
を
楽
し
ん
で
い
る
姿

が
素
晴
ら
し
い
」「
暖
か
い
空
間
だ
と
感
じ
た
」
と

い
う
声
が
挙
が
っ
て
い
た
。

く
れ
よ
ん
Ｂ
Ｏ
Ｘ

　

障
が
い
を
持
っ
た
仲
間
達
が
集
ま
り
、「
Ａ
Ｊ
Ｕ

福
祉
情
報
誌
」
の
編
集
委
員
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
活

動
拠
点
と
し
て
２
０
０
１
年
に「
く
れ
よ
ん
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

が
開
設
さ
れ
た
。
最
初
は
作
業
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
来
た
人
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
カ
フ
ェ
と

し
て
ま
ち
に
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。「
く
れ
よ
ん
Ｂ

Ｏ
Ｘ
」
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、緑
豊
か
な
外
部
空
間
。

大
き
な
木
の
背
後
に
ひ
っ
そ
り
と
カ
フ
ェ
が
佇
み
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
。
受
講
生
は
ラ
ン

チ
の
タ
コ
ラ
イ
ス
・
ロ
コ
モ
コ
・
ナ
ポ
リ
タ
ン
を
食

べ
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
会
話

を
弾
ま
せ
た
。

　
講
座
で
は
「
く
れ
よ
ん
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
の
職
員
で
あ
る

山
口
耕
平
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
を
継
続
す
る
秘
訣
は
「
我
を
お
さ
え
つ
つ
、

我
を
出
す
」「
無
理
し
な
い
、
無
茶
し
な
い
」
こ
と

だ
そ
う
だ
。「
そ
れ
で
も
、
や
っ
て
い
け
ま
す
よ
」

と
い
う
山
口
さ
ん
の
言
葉
に
、
励
ま
さ
れ
る
受
講
生

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

com
-cafe

三
八
屋

　
２
０
０
１
年
3
月
8
日
に
た
っ
た
4
坪
の
ス
ペ
ー

ス
で
、
３
と
８
の
付
く
日
限
定
で
営
業
す
る
珈
琲
店

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
三
八
屋
」。
オ
ー
ナ
ー
の

星
野
博
さ
ん
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
展
開
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
志
民
連
い
ち
の
み
や
」
の
理
事
長
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
地
元
の
お
祭
り
「
社
の
宮
市
」
の
企
画
・

運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
お
祭
り
の
規
模
の
拡
大

や
、「
志
民
活
動
」
が
活
発
化
す
る
の
に
伴
い
、
活

動
拠
点
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
築
50
年
に

な
る
建
物
を
全
面
改
修
し
、新
し
く
な
っ
た
「com

-
cafe

三
八
屋
」
を
２
０
１
０
年
8
月
31
日
に
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。

　
「com

-cafe

三
八
屋
」

に
は
小
さ
な
地
ビ
ー

ル
醸
造
所
が
併
設
さ

れ
、
お
店
で
地
ビ
ー
ル

を
提
供
し
て
い
る
。
以

前
、
一
宮
に
は
「
尾
張

ブ
ル
ワ
リ
ー
」
と
い
う

地
ビ
ー
ル
が
あ
っ
た
が
、

廃
業
し
て
し
ま
い
、
星

野
さ
ん
は
「
尾
張
ブ
ル

ワ
リ
ー
」
の
マ
イ
ス
タ
ー
と
復
活
さ
せ
よ
う
と
誓
い

合
っ
て
い
た
。
富
山
に
あ
る
小
規
模
醸
造
所
を
視
察

し
、「
こ
れ
な
ら
で
き
そ
う
」
と
確
信
。 

難
易
度
が

高
い
醸
造
免
許
の
取
得
に
成
功
し
、「
一
宮
ブ
ル
ワ

リ
ー
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

星
野
さ
ん
の
本
業
は
税
理
士
。
講
座
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

実
践
し
て
い
る
金
銭
的
な
工
夫
に
つ
い
て
も
話
し
て

い
た
だ
い
た
。
初
期
投
資
と
し
て
、
店
舗
改
装
費

６
０
０
万
円
、
設
備
に
２
０
０
万
円
、
地
ビ
ー
ル
の

設
備
に
２
０
０
万
円
の
合
計
１
０
０
０
万
円
程
度
必

要
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
利
用
し
た
の
が
ソ
フ
ト

付
き
支
援
。
お
金
を
借
り
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学

生
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
い
う

も
の
だ
。
運
営
面
で
も
安
価
な
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
経
費
を
お
さ
え
て
い
る
。「
た
か
が
お
金
、

で
も
、
さ
れ
ど
お
金
。
お
金
に
心
が
支
配
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
・
か
ね
・
情
報
を
う

ま
く
使
っ
て
行
く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
て
い
た
。
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コミュニティカフェ紹介

ま
ち
の
縁
側
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！

　
緑
の
蔦
が
這
い
、
季
節
感
の
あ
る
表
情
を
街
角
に

投
げ
か
け
る
「
ま
ち
の
縁
側
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」。
名
古

屋
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
第
１
号
で
あ
る
「
に
れ

の
小
道
」
に
面
し
、
小
学
校
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。

主
（
あ
る
じ
）
の
永
井
充
さ
ん
は
２
０
１
１
年
に
前

任
者
か
ら
こ
の
空
間
を
受
け
継
い
だ
。

 　

建
物
の
中
に
入
る
と
、
壁
一
面
に
棚
が
配
置
さ

れ
、1
万
点
に
及
ぶ
音
楽
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

永
井
さ
ん
の
高
校
の
先
輩
に
あ
た
る
、
浅
井
幸
三
さ

ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
引
き
継
い
だ
も
の
だ
。「
捨

て
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
か
っ
た
資
料
を
、
地

域
に
開
く
担
い
手
に
な
る
こ
と
で
、
地
域
の
多
世
代

の
人
た
ち
や
、
旭
丘
高
校
音
楽
部
同
窓
生
の
生
き
甲

斐
の
場
と
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
音
楽
と
笑

い
声
が
ひ
ろ
が
る
場
を
育
て
て
い
る
。「
ま
ち
の
縁

側
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」
で
は
、
永
井
さ
ん
が
み
ん
な
と
楽

し
み
た
い
こ
と
、
例
え
ば
笑
い
ヨ
ガ
、
懐
か
し
の
映

画
鑑
賞
会
、
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

特
に
人
気
な
の
は
、
好
き
な
曲
を
持
ち
寄
っ
て
み
ん

な
で
歌
う
「
ほ
の
ぼ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
」。
週
に
１
回

以
上
は
練
習
し
、
月
に
１
回
は
近
く
の
イ
タ
リ
ア
ン 

レ
ス
ト
ラ
ン
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

　

加
え
て
「
ま
ち
の
縁
側
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」
が
企
画

す
る
催
し
以
外
に
も
、「
得
意
技
を
生
か
し
て
教
室

を
開
き
た
い
」「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

た
め
に
勉
強
会
を
開
き
た
い
」
な
ど
、
空
間
を
借
り

て
、
企
画
を
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。「
も
っ
と
多
く
の
人
に
気
軽
に
使
っ
て
も
ら

え
る
空
間
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と
。

　
永
井
さ
ん
は
「
音
楽
と
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
が
い
っ

ぱ
い
！
」
を
合
い
言
葉
に
、「
ま
ち
の
縁
側
Ｇ
Ｏ
Ｇ

Ｏ
！
」
以
外
で
も
、
近
く
の
小
学
校
で
野
球
を
教
え

る
な
ど
、地
域
で
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。「
近

く
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
て
、
な
く
な
る
み
た
い
で

す
。
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
な
」
と
地
域
の
課
題

に
対
す
る
危
機
感
を
語
っ
て
い
る
。

　

 

受
講
生
は
永
井
さ
ん
に
「
ま
ち
の
縁
側
Ｇ
Ｏ
Ｇ

Ｏ
！
」
で
は
普
段
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、

お
話
を
伺
っ
た
。
永
井
さ
ん
は
「
じ
ゃ
あ
、
一
緒
に

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
合
唱
や
笑
い
ヨ
ガ
を
、

そ
の
場
に
い
る
全
員
で
体
験
し
、
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
で
魅
力
を
伝
え
た
。
そ
の
中
で
も
、
永
井
さ
ん

が
い
ち
ば
ん
「
ま
ち
の
縁
側 

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」
を
楽

永井さんのご指導により「わらいヨガ」を体験

星野さんからコミュニティカフェとまちづく
りの実践について聞く

くれよん BOX

com-cafe 三八屋

愛 知A i c h i

http://www.crayon-box.jp/
名古屋市昭和区小桜町3-11 羽ね屋敷1階
TEL:052-733-5955
土曜日11:00～18:00　祝日休
運営者：NPO法人くれよんBOX

http://www.38ya.org/
愛知県一宮市本町4-1-9
TEL:0586-27-4838
12:00～23:00　日曜休
運営者：NPO法人志民連いちのみや
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石 川加 茂 谷 慎 治

人
と
人
を
つ
な
ぐ
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

伝
統
を
活
か
す
、
創
造
を
生
み
出
す
。

I s h i kawa
かもや・しんじ　企業で企画、法務、広報、秘
書の業務を担当し、2008 年、デザイン総合プロ
デュース会社「株式会社エイチツーオー」設立。 
地域情報誌の編集や、企業・団体・商店街の広報
コンサルティング、イベント企画運営、農商工連
携コーディネーターとして活動する。いしかわ観
光特使、石川県男女共同参画審議会委員。

ま
ち
な
か
を
網
の
目
の
よ
う
に
流
れ
る
用

水
。
せ
せ
ら
ぎ
の
脇
に
設
け
ら
れ
た
洗
い
場
は

か
つ
て
、
洗
い
も
の
を
す
る
女
性
た
ち
が
集
う

場
で
あ
っ
た
。
武
家
屋
敷
の
間
を
縫
う
細
い
小

径
（
こ
み
ち
）
を
抜
け
る
と
突
然
、
広
見
（
ひ

ろ
み
）と
呼
ば
れ
る
空
間
が
広
が
る
。藩
政
期
、

外
敵
を
待
ち
伏
せ
る
た
め
に
築
か
れ
た
と
も
、

火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
と
も

さ
れ
る
空
間
は
、
普
段
は
住
民
た
ち
が
輪
を
作

り
、
話
に
花
を
咲
か
せ
た
場
で
も
あ
っ
た
。

加
賀
百
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
金
沢

は
、
戦
災
に
遭
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
歴

史
と
文
化
を
基
調
に
、
培
わ
れ
た
伝
統
と
、
新

し
い
創
造
力
が
調
和
し
て
古
く
て
新
し
い
ま
ち

を
形
成
し
て
い
る
。
兼
六
園
や
武
家
屋
敷
跡
が

あ
り
、
一
方
で
金
沢
21
世
紀
美
術
館
や
鈴
木
大

拙
館
が
新
た
な
顔
と
な
り
、
２
０
１
５
年
に
は

北
陸
新
幹
線
が
開
業
す
る
。

歴
史
の
中
で
、
金
沢
は
独
自
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
育
く
ん
で
き
た
。「
助
け
合
い
の
心

で
、
近
隣
の
人
々
と
心
を
か
よ
わ
せ
、
支
え
合

い
、
互
い
に
善
き
隣
人
を
創
っ
て
い
く
」
と
い

う
善
隣
思
想
が
生
ま
れ
、
行
政
に
頼
ら
ず
、
地

域
の
篤
志
家
が
中
心
と
な
っ
て
託
児
所
、
授
産

所
な
ど
の
役
割
を
担
う
善
隣
館
を
開
設
す
る
。

第
一
善
隣
館
が
１
９
３
４
年
に
開
設
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、
市
内
19
カ
所
で
設
置
さ
れ
て
い

く
。
善
隣
館
は
、
全
国
に
例
を
み
な
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
っ
て
き
た
。

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
、
い
つ

し
か
人
は
強
固
な
地
縁
血
縁
に
息
苦
し
さ
を
覚

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
中
、
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
た
私
た
ち
は
、「
き
ず
な
」

「
つ
な
が
り
」
を
見
直
す
よ
う
に
な
る
。
そ
こ

に
行
け
ば
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
確
認
で
き

る
、
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん

な
場
を
求
め
る
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

が
広
が
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

単
に
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
で
は
な

く
、
ま
ち
の
縁
側
、
地
域
の
居
場
所
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
設
し
、
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
講
座
の
中
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
に
求
め
ら
れ
る
役

割
を
学
ん
だ
の
を
は
じ
め
、
起
業
家
と
し
て
必

要
な
知
識
を
習
得
し
、
事
業
を
継
続
す
る
た
め

の
事
業
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

受
講
生
に
は
す
で
に
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
メ

ン
バ
ー
も
現
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
目
標
が
達

成
さ
れ
る
よ
う
主
催
者
か
ら
も
期
待
を
寄
せ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

代表

デザイナーで似顔絵あみぐるみ作家の木和田里美さんが “ 編み
物 ”、“ 手芸 ” をテーマに癒しとクラフトの空間を作りたいと
デザイン会社に併設して開いた「ニットカフェ」。参加者は、
お茶やスイーツを味わいながら、楽しい会話を弾ませ、編み
物に取り組んでいる。作品を仕上げようと、はるばる東京や
愛知県、静岡県から駆けつける方もいるほど。木和田さんオ
リジナルの「似顔絵あみぐるみ」も人気を集めている。

ニットスタジオ Fika  （フィーカ）

金沢市香林坊 2-4-30 香林坊ラモーダ 8 階   http://cafe-fika.jp

コミュニティカフェ紹介

特定非営利活動法人  金沢観光創造会議  代表理事

特定非営利活動法人 金沢観光創造会議

コミュニティカフェを開いてみたいとい
う方を対象とした「コミュニティカフェ
開設講座 金沢」には 20 名の男女が
参加。コミュニティカフェの役割やコー
ヒーの入れ方、カフェ運営のための事
業計画策定などを学んだ。

コーヒーの入れ方や
事業計画の
作り方など学ぶ。

さまざまな言葉で定義されるコミュ
ニティカフェ。自分が思い描くコミュ
ニティカフェをワールドカフェ形式
で「見える化」することに取り組んだ。
どんなカフェを開こうか、いまひと
つ具体化できなかった夢が計画へと
変わっていった。

コミュニティカフェにとって “ お
もてなし ” は大切な要素。マナー
講師の高由妃さんがお客様への接
遇について解説した。中小企業診
断士の塩山徳宏さんによる事業計
画書の策定指導も行われた。

コミュニティカフェの重要なテー
マの一つである「まちづくり」。
富山県内でまちづくりに取り組む
リタ・クラブ代表の平木柳太郎さ
んと NPO 法人富山観光創造会議
の沖﨑守昭さんがそれぞれ事例を
紹介した。

金沢の貴重な財産である「金澤
町家（まちや）」。金沢大学名誉
教授で、NPO 法人金澤町家研究
会理事長の川上光彦さんが、金
澤町家をコミュニティカフェの
場に活用する方策を紹介した。

コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ の 先 進 事
例 を 学 ぶ た め、 金 沢 市 野 町 の

「Zenrin Cafe（善隣カフェ）」と、
同市武蔵町の「カフェどんぐり
の木」を訪ね、運営者からカフェ
を開設したきっかけ、運営の工
夫点などを聞いた。

税理士の堀内龍文さんが、収支
計画や起業のための手続きを解
説した。バリスタの林清之さん
によるコーヒーの入れ方実演に
続き、参加者の成果発表会が行
われ、講師が審査員を務め、事
業プランについて講評を行った。

東京・四谷の主婦会館で開催されたコミュニティカフェ全
国交流会の席上、受講者の成果発表会が開かれ、石川県の
講座受講生を代表し、笹次和子さん、井上友里さんの 2 人
がコミュニティカフェ開設プランを発表した。

「コミュニティカフェを始めませんか」と題して、講座開講
に先立つ説明会を開催した。前年、東京都で開催された開設
講座に参加し、受講生とともにコミュニティカフェを開設
した「なかのコミュニティ研究会　てたて」のさいとうゆ
うこさんを講師に、カフェ運営に向けた取り組みを聞いた。

コミュニティカフェって
何だろう？

コミュニティカフェの
おもてなしと事業計画

社会とのつながりのために

コミュニティカフェ
全国交流会成果発表会

コミュニティカフェ
開設講座説明会

まちづくりから見た
コミュニティカフェの役割と課題

コミュニティカフェ探検隊

コミュニティカフェで
社会を変える

9/14

10/19

11/2

9/28

10/26

11/30

2/23

8/31

sat

sat

sat

sat

sat

sat

sun

sat
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講座アーカイブ



笹次和子さん（石川県加賀市）、井上友里さん（金沢市）
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石 川

開 設 講 座
ダ イ ジ ェ ス ト

I s h i kawa

失敗を恐れず、おもてなしの心で、理想の場所を
エキスパートが説く、コミュニティカフェ実現の道

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座　
金
沢
」

に
は
、
30
代
か
ら
70
代
ま
で
の
男
女
20
人
が

参
加
し
た
。
全
６
回
の
講
座
を
通
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
金
沢
観
光
創
造
会
議
代
表
理
事
の

加
茂
谷
慎
治
（
か
も
や
・
し
ん
じ
）
さ
ん
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
主
任
講
師
を
務
め
、

毎
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

が
講
師
と
し
て
、
受
講
生
に
情
報
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

固
定
費
抑
え
て
継
続
を

　
講
師
の
一
人
、
税
理
士
の
堀
内
龍
文
（
ほ

り
う
ち
・
た
つ
ふ
み
）
さ
ん
は
「
ビ
ジ
ネ
ス

を
始
め
る
と
き
、
独
立
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
、人
は
た
め
ら
い
を
覚
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。『
失
敗
し
た
と
き
』。
こ
れ

が
頭
を
よ
ぎ
る
か
ら
で
す
」
と
説
い
た
。

　
新
た
に
カ
フ
ェ
を
始
め
よ
う
と
考
え
る
参

加
者
の
大
半
が
う
な
ず
い
た
。こ
れ
に
対
し
、

堀
内
さ
ん
は「
失
敗
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
」

と
た
ず
ね
る
。「
借
金
、
貯
金
が
な
く
な
る
、

今
の
収
入
が
な
く
な
る
。
あ
げ
れ
ば
き
り
が

な
い
」
と
し
た
う
え
で
、
失
敗
の
可
能
性
を

下
げ
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘

し
た
。
設
備
と
家
賃
と
人
件
費
、つ
ま
り『
固

定
費
』
を
抑
え
る
こ
と
が
、
成
功
へ
の
道
で

あ
る
と
解
説
し
、「
好
き
な
こ
と
を
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
選
択
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

ほ
ど
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
な
い
。
し
っ
か
り

と
し
た
計
画
を
立
て
、
目
標
を
実
現
し
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
た
。

目
配
り
、
心
配
り
を
忘
れ
ず

　
「
居
場
所
づ
く
り
に
は
、
お
も
て
な
し
が

大
切
で
す
」
と
説
い
た
の
は
、
マ
ナ
ー
講
師

で
、
お
も
て
な
し
総
合
研
究
所
代
表
の
高
由

紀
（
こ
う
・
ゆ
き
）
さ
ん
。
高
さ
ん
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
の
出
会
い
の
場
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
だ
か
ら
こ
そ
、
受
け
入
れ
る

側
が
“
お
も
て
な
し
”
の
精
神
で
目
配
り
、

心
配
り
を
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
強
調

し
た
。「
ま
ず
は
、
カ
フ
ェ
を
開
い
た
ら
お

客
様
が
第
一
歩
を
踏
み
入
れ
る
玄
関
を
『
聖

地
』
と
し
て
、
掃
除
を
心
が
け
、
心
安
ら
ぐ

場
所
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

「
創
造
性
は
居
心
地
の
よ
い
場
所
に
」

　
加
茂
谷
さ
ん
は
、
米
国
の
都
市
経
済
学
者

リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
が
著
書
に
示
し
た

「
創
造
性
は
居
心
地
の
よ
い
場
所
を
求
め
る
」

と
い
う
一
説
を
引
き
、「
居
心
地
の
よ
い
場

所
と
さ
れ
る
『
人
に
出
会
え
る
場
所
』、『
文

化
に
出
会
え
る
場
所
』、『
開
放
的
な
場
所
』、

『
安
心
感
の
あ
る
場
所
』
こ
そ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
で
は
な
い
か
」
と
話
し
、
受
講

生
に
理
想
の
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
期
待

を
込
め
た
。

おもてなし総合研究所代表の高由紀さん

税理士の堀内龍文さん

金沢観光創造会議代表理事の加茂谷慎治さん

全国交流会で事業プラン発表

　
東
京
・
四
谷
で
2
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
全
国
交
流
会
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
講
座　
金
沢
」
受
講
生
か
ら
選
ば
れ
た
二
人
が
事

業
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。
発
表
し
た
の
は
、
笹
次
和
子

（
さ
さ
じ
・
か
ず
こ
）
さ
ん
と
井
上
友
里
さ
ん
。
母
娘

で
そ
ろ
っ
て
講
座
に
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
事

業
プ
ラ
ン
を
作
り
上
げ
、
全
国
交
流
会
に
臨
ん
だ
。

　

笹
次
さ
ん
の
プ
ラ
ン
は
「
世
代
を
越
え
て
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
場
所　

湯
の
町
え
ん
が
わ
サ
ロ
ン
」。

石
川
県
の
日
本
海
べ
り
の
ま
ち
に
生
ま
れ
た
笹
次
さ
ん

は
、
白
衣
の
天
使
を
夢
見
て
看
護
学
校
を
卒
業
、
福
井

県
と
の
境
に
あ
る
山
中
町
（
現
在
は
加
賀
市
）
の
病
院

に
勤
務
し
、そ
の
ま
ま
町
内
の
男
性
の
も
と
に
嫁
い
だ
。

　

看
護
師
と
し
て
経
験
を
重

ね
た
後
、
２
０
０
０
年
に
介

護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
る
と

と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立

し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
高
齢
者
の
介
護
に
当
た
り
、
２
０
０
５

年
に
は
運
営
母
体
を
有
限
会
社
に
変
更
し
、
地
域
福
祉

の
第
一
線
で
活
動
し
て
き
た
。

　

伴
侶
に
先
立
た
れ
て
う
つ
状
態
と
な
っ
て
閉
じ
こ

も
っ
て
い
る
人
や
、
体
力
が
低
下
し
転
倒
を
繰
り
返
す

人
た
ち
の
姿
を
見
る
に
つ
け
、
介
護
認
定
を
受
け
た
人

た
ち
の
隙
間
を
支
援
し
た
い
と
考
え
た
笹
次
さ
ん
は
、

昨
年
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
運
営
を
後
進
に
譲
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
た
い
と
切
望
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
時
に
見
つ
け
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
講

座
開
講
」
の
知
ら
せ
に
、
迷
わ
ず
参
加
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
70
歳
を
超
え
て
、
な
お
新
し
い
道
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
姿
は
、講
座
参
加
者
に
も
大
き
な
励
み
と
な
り
、

明
る
い
笑
顔
は
周
囲
を
元
気
づ
け
て
く
れ
た
。

　
「
発
表
の
最
後
に
は
私
の
一
番
好
き
な
句
、『
傘
寿
と

は　

何
ほ
ど
の
こ
と　

水
着
買
う
』
を
紹
介
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
挑
戦
し
続
け
ま
す
」
と
意
気

込
む
笹
次
さ
ん
。
発
表
の
数
日
後
、
県
に
申
請
し
て
い

た
「
創
業
支
援
補
助
金
公
募
」
に
選
ば
れ
た
と
の
知
ら

せ
が
入
っ
た
。
笹
次
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は

ま
た
一
歩
実
現
に
近
づ
い
た
。

　

母
で
あ
る
笹
次
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
開
設
講
座
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
井
上
さ
ん
。
当
初
は
「
自
分
が
ど

ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
運
営
し
た
い
の
か
が
分

か
ら
な
い
」
と
悩
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
講
座
期
間

中
に
出
か
け
た
台
湾
で
思
わ
ぬ
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

　

異
国
の
地
で
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
よ
う
と
思
っ

て
も
メ
ニ
ュ
ー
の
中
身
が
分
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
時
、
路
上
の

縁
台
に
座
っ
た
現
地
の
人
た
ち

か
ら
話
し
か
け
ら
れ
た
。
言
葉

の
壁
を
超
え
て
熱
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ

う
と
す
る
異
国
の
人
た
ち
。
そ
う
だ
、
自
分
が
住
む
金

沢
を
訪
れ
て
、
道
に
迷
い
、
食
べ
物
の
選
択
に
困
っ
て

い
る
外
国
人
観
光
客
を
支
援
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
を
作
ろ
う
。
井
上
さ
ん
は
「
金
沢
の
言
葉
で
あ
い

さ
つ
に
用
い
る
『
ま
い
ど
さ
ん
』。
こ
れ
を
英
語
で
発

音
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
“
Ｍ
ｙ 

Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ 

Ｓ
ｏ
ｎ
”

を
店
名
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」と
楽
し
げ
に
語
る
。

　

発
表
会
で
は
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
撮
り
た

め
た
金
沢
の
風
景
写
真
を
使
っ
て
プ
ラ
ン
を
説
明
し

た
。
発
表
を
終
え
た
井
上
さ
ん
は
「
い
つ
か
夢
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
充

実
感
に
包
ま
れ
て
い
た
。

笑顔で発表する笹次さん

「まいどさん」のプランを発表する井上さん
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受 講 生 の 声

石 川I s h i kawa

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座　

金
沢
」
に
参

加
し
た
の
は
20
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
や
計
画
、
目

標
を
持
っ
て
、
全
6
回
の
講
座
に
臨
ん
だ
。
石
川
県

内
か
ら
は
、
金
沢
市
を
中
心
に
奥
能
登
・
輪
島
市
か

ら
福
井
県
境
に
近
い
加
賀
市
山
中
町
ま
で
、
さ
ら
に

県
外
は
、新
潟
県
や
富
山
県
か
ら
も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
実
現
を
目
指
し
て
受
講
生
が
駆
け
つ
け
た
。

＊
　
＊
　
＊

　
宇
野
孝
一
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
運

営
す
る
経
験
者
。
金
沢
の
地
域
福
祉
拠
点「
善
隣
館
」

の
う
ち
最
も
歴
史
が
古
い
第
一
善
隣
館
（
１
９
３
４

年
設
立
）
の
施
設
長
で
あ
り
、
同
館
が
２
０
１
２
年

に
開
設
し
た
「Zenrin Cafe

（
善
隣
カ
フ
ェ
）」
の

代
表
を
務
め
る
。「『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
』
に
こ

だ
わ
っ
て
開
設
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
周
囲
か
ら

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
だ
ね
』
と
言
わ
れ
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
い
う
も
の
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
」

と
話
し
、
積
極
的
に
講
師
に
質
問
す
る
な
ど
意
欲
的

だ
っ
た
。

　
片
道
３
０
０
キ
ロ
を
超
え
る
距
離
を
も
の
と
も
せ

ず
新
潟
市
か
ら
講
座
に
足
を
運
ん
だ
の
は
、
笠
原
志

郎
さ
ん
。
前
夜
に
金
沢
に
駆
け
つ
け
、
最
前
列
で
熱

心
に
講
師
の
話
に
メ
モ
を
走
ら
せ
る
姿
は
、
他
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
。「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
設
し
、
障
が
い
を
持
つ
方
が
多

く
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
場
を
作

り
た
い
」
と
話
す
笠
原
さ
ん
の
思
い
は
必
ず
実
現
す

る
と
誰
も
が
確
信
し
た
。

　
高
塚
亮
三
さ
ん
は
、
自
分
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

運
営
す
る
な
か
で
、
認
知
症
患
者
と
そ
の
家
族
へ
の

周
囲
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
。「
以

前
に
訪
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
患
者
へ
の
支
援
が

充
実
し
て
い
た
」
と
話
す
高
塚
さ
ん
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
気
軽
に
語
り
合
え
る
カ
フ
ェ
を
実
現
す
る
た

め
に
講
座
へ
の
参
加
を
決
め
た
。
カ
フ
ェ
を
続
け
て

い
く
大
切
さ
に
つ
い
て
力
説
し
た
高
塚
さ
ん
は
講
座

終
了
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
風
の
パ
ン
や
チ
ー
ズ
を
提
供

す
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の
月
１
回
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
た
。

　
た
ま
た
ま
訪
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
講
座
の
チ
ラ
シ

を
み
か
け
た
戸
出
亜
子
さ
ん
は
、「
自
分
が
考
え
て

い
る
こ
と
と
何
か
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と
い

う
気
持
ち
で
参
加
し
た
。「
講
座
に
参
加
し
て
、
い

ろ
ん
な
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
彼
女
は
、
陶
芸
家
の
夫
と
と
も
に
陶
芸
教
室

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
た
ア
ー
ト
カ
フ
ェ
を
現
実

の
も
の
に
す
る
た
め
、
県
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
を
熱
心
に
取
材
し
、
講
座
の
中
で
受
講
生
に
紹

介
し
て
く
れ
た
。

　
「
自
分
の
特
技
を
生
か
し
て
地
域
貢
献
が
し
た
い
」

東
浩
子
（
あ
ず
ま
・
ひ
ろ
こ
）
さ
ん

奥
能
登
の
中
心
、
輪
島
市
で
団
体
職
員
と

し
て
働
き
な
が
ら
華
道
講
師
を
務
め
る
。

自
宅
で
華
道
を
学
ん
で
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
た
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
開
設
を
目
ざ
す
。

宇
野
孝
一
（
う
の
・
こ
う
い
ち
）
さ
ん

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
行
う
「Zenrin 

Cafe

（
善
隣
カ
フ
ェ
）」
の
代
表
。
母
体
で

あ
る
福
祉
施
設
の
施
設
長
も
務
め
て
い
る

た
め
、
多
忙
な
日
々
を
送
る
。

小
塩
恵
子
（
こ
し
お
・
け
い
こ
）
さ
ん

夫
と
と
も
に
自
動
車
部
品
販
売
店
を
経
営

し
て
い
た
が
、
３
年
前
に
店
を
閉
じ
、
何

か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
い
う
言
葉

に
興
味
を
抱
い
て
参
加
し
た
。

戸
出
亜
子
（
と
い
で
・
つ
ぎ
こ
）
さ
ん

陶
芸
家
の
夫
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
染

色
家
と
し
て
創
作
活
動
を
し
て
い
る
。
地

元
の
小
学
校
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
10
年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
い
る
。

夢を現実に、一歩一歩前進続ける

と
言
う
の
は
、
い
つ
も
温
か
い
笑
顔
で
周
囲
を
和
ま

せ
て
く
れ
た
土
田
洋
子
さ
ん
。「
今
は
、
個
の
時
代

だ
か
ら
集
ま
る
縁
側
が
必
要
、
と
さ
ら
に
実
感
す
る

講
座
で
し
た
。
自
分
の
得
意
分
野
を
伸
ば
し
、
仲
間

で
支
え
合
い
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
、
人
生
を
過
ご

し
た
い
。
今
後
は
地
域
の
現
状
を
把
握
し
て
、
場
所

や
仲
間
を
探
し
、
カ
フ
ェ
を
実
現
し
た
い
」
と
熱
く

語
っ
て
く
れ
た
。

　
３
年
前
ま
で
、
夫
と
会
社
を
経
営
し
て
い
た
小
塩

恵
子
さ
ん
。
会
社
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
後
、「
何
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
何
か
を
始
め
た
く
て
」
講
座
に
応

募
し
た
と
い
う
。
講
座
に
毎
回
、
足
を
運
び
、
多
く

の
人
と
交
流
し
、「
一
気
に
世
界
が
広
が
っ
た
」
と

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。「
趣
味
も
特
技
も
な
い
け
ど
、

講
座
を
き
っ
か
け
に
人
と
の
交
流
が
楽
し
く
な
り
、

気
持
が
外
へ
向
い
て
き
た
」と
言
う
小
塩
さ
ん
に
は
、

こ
の
講
座
自
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
そ
の
も
の

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
東
浩
子
さ
ん
の
華
道
教
室
は
、
輪
島
市
中
心
部
か

ら
離
れ
た
町
の
急
な
坂
の
上
に
あ
る
。
自
宅
の
華
道

教
室
を
充
実
さ
せ
る
手
段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
を
考
え
て
い
た
が
「
講
座
の
中
で
市
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
視
察
し
た
と
き
、
改
装
や
集

客
に
関
す
る
運
営
者
の
苦
労
話
が
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」
と
言
う
。
カ
フ
ェ
を
開
く
場
所
を
も
う
一

度
検
討
し
な
お
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
気
持
ち
を

高
め
て
い
る
。

　
今
回
の
講
座
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
者
の
方
も
た
く
さ

ん
い
た
。
そ
の
一
人
、
元
尾
サ
チ
さ
ん
は
、
自
身
が

理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
何
か
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
た
。
別
の
運
営
者
の
方
々
と
講
座
の
中
で
同
じ
グ

ル
ー
プ
に
な
り
「
何
を
始
め
る
に
し
て
も
、
た
だ
理

想
に
燃
え
て
始
め
る
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し

た
理
念
と
具
体
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
経
営
方
針
が

必
要
だ
と
学
ん
だ
」
と
事
業
計
画
の
再
構
築
に
意
欲

を
燃
や
し
て
い
た
。＊

　
＊
　
＊

　
受
講
生
の
う
ち
、
髙
塚
さ
ん
が
計
画
し
た
「
認
知

症
カ
フ
ェ
と
ま
り
木
」
は
講
座
修
了
後
、
ま
も
な
く

実
現
に
至
り
、
地
元
の
新
聞
に
も
報
道
さ
れ
た
。
認

知
症
に
悩
む
方
や
家
族
に
と
っ
て
の
大
き
な
支
え
と

な
り
、
活
動
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

　
受
講
生
を
代
表
し
て
、
全
国
交
流
会
で
プ
ラ
ン
を

発
表
し
た
笹
次
和
子
（
さ
さ
じ・か
ず
こ
）
さ
ん
は
、

講
座
を
通
し
て
、
事
業
計
画
を
取
り
ま
と
め
、
県
に

提
出
。創
業
支
援
の
補
助
金
交
付
が
決
ま
り
、カ
フ
ェ

開
設
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
ス
ピ
ー
ド
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
学
ん

だ
仲
間
の
動
き
を
励
み
に
、
受
講
生
は
、
夢
を
計
画

に
変
え
、
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
一
歩
一
歩
着

実
に
前
進
し
て
い
る
。

髙
塚
亮
三（
た
か
つ
か・り
ょ
う
ぞ
う
）さ
ん

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
老
人
介
護
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
ま
り
木
」

の
理
事
長
。
認
知
症
患
者
本
人
と
そ
の
家

族
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

土
田
洋
子
（
つ
ち
だ
・
よ
う
こ
）
さ
ん

長
年
、
会
社
員
と
し
て
医
療
事
務
に
携
わ

り
な
が
ら
、
コ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
・
編
み
物
講
師
・
整
理
収
納
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
資
格
を
取
得
。
最
近
は

「
断
捨
離
」
に
は
ま
っ
て
い
る
。

笠
原
志
郎（
か
さ
は
ら・し
ろ
う
）さ
ん

新
潟
市
に
本
拠
を
構
え
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
い
ま
ー
る
」
の
理
事
長
。
聴
覚
障
が
い

や
言
語
障
が
い
を
持
つ
方
の
支
援
を
行
う
。

手
話
教
室
や
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

元
尾
サ
チ
（
も
と
お
・
さ
ち
）
さ
ん

在
宅
療
養
を
推
進
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い

し
か
わ
在
宅
支
援
ね
っ
と
」
理
事
。
看
護

師
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
運
営
す
る
高
齢
者
の
在
宅
ケ
ア
や
医
療

相
談
を
行
っ
て
い
る
。
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石 川I s h i kawa

コミュニティ

カフェの
現場を訪ねて

http://www.redecoreya.com/
金沢市武蔵町16-19    TEL:076-255-1678
10:00～18:00　水曜、第1・3日曜休　1～3月は毎週日曜休
日替わりランチ（月・火・木・金曜）750円　コーヒー350円
運営者：工藤愛子

カフェどんぐりの木
コミュニティカフェ紹介

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座　

金
沢
」
で
は
、
教
室
で
の
座
学
に
加
え

て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
探
検
隊
」

と
題
し
て
、
実
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
を
訪
ね
、
運
営
者
か
ら
開
設
ま
で
の
苦
労
や
開

設
後
の
工
夫
点
な
ど
を
聞
い
た
。
受
講
生
は
、
各
カ

フ
ェ
の
取
り
組
み
を
自
ら
の
励
み
に
す
る
と
と
も

に
、
プ
ラ
ン
策
定
の
参
考
と
し
た
。
現
場
を
目
の
当

た
り
に
し
た
こ
と
で
、
受
講
生
の
プ
ラ
ン
実
現
に
向

け
た
イ
メ
ー
ジ
も
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
受
講

生
は
、町
家
を
活
か
し
た
金
沢
市
武
蔵
町
の「
カ
フ
ェ

ど
ん
ぐ
り
の
木
」
と
、
障
が
い
者
の
就
労
の
場
と
も

な
っ
て
い
る
同
市
野
町
の
「Zenrin Café

（
善
隣

カ
フ
ェ
）」
を
見
学
に
訪
れ
た
。

金
澤
町
家
を
活
か
し
た

ホ
ッ
と
す
る
空
間

　
「
カ
フ
ェ
ど
ん
ぐ
り
の
木
」
は
、
建
築
士
で
も
あ

る
オ
ー
ナ
ー
母
娘
が
昭
和
初
期
の
町
家
を
改
築
し
、

オ
ー
プ
ン
し
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
や
テ
ー
ブ
ル
に
古
民

家
の
無
垢
材
を
再
利
用
す
る
な
ど
、
昔
懐
か
し
い
風

合
い
を
十
分
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
つ
く
り
と
な
っ

て
い
る
。
入
口
の
英
国
製
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ド
ア

な
ど
、
至
る
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
部
材
や
資

材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

受
講
生
の
土
田
洋
子
さ
ん
は
「
金
沢
の
特
徴
と

も
い
え
る
『
町
家
』
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ホ
ッ

と
で
き
る
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
」

と
話
し
、
事
業
プ

ラ
ン
の
ヒ
ン
ト
を

得
た
よ
う
だ
っ
た
。

自
宅
の
町
家
を
活

か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設

を
目
指
す
笹
次
和

子
さ
ん
は
、「
町
家

の
空
間
を
う
ま
く

カウンターをはじめ店内至るところにこだわりの部
材が用いられている = カフェどんぐりの木

受講生は、町家を活かしたカフェ開設にこぎ
つけた工藤さん（中央右）から説明を受けた
= カフェ　どんぐりの木

https://www.facebook.com/ZenrinCafe
金沢市野町1-3-22　TEL:076-259-0059
TEL：10:00～16:00　日曜、祝日休
コーヒー300円　たんとカレー450円
スパゲッティ（ミートソース）450円
運営団体：社会福祉法人第一善隣館

Zenrin Cafe（善隣カフェ）

コミュニティカフェ紹介 活
用
し
、
雰
囲
気
の
あ
る
居
場
所
が
で
き
て
い
る
。

運
営
す
る
う
え
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
」
と
う
な
ず
い
て
い
た
。

　
オ
ー
ナ
ー
で
同
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
工
藤
愛
子
さ

ん
は
「
手
づ
く
り
ケ
ー
キ
や
和
ス
イ
ー
ツ
に
も
趣
向

を
凝
ら
し
、
近
隣
の
方
や
観
光
客
に
も
満
足
い
た
だ

け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と
食
へ
の
こ
だ
わ

り
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

地
域
福
祉
の
拠
点

「
善
隣
館
」が
運
営
す
る
交
流
の
場

　
「
忍
者
寺
」
と
し
て
知
ら
れ
る
妙
立
寺
近
く
に
あ

る
隠
れ
家
的
な
カ
フ
ェ
が
「Zenrin Café

（
善
隣

カ
フ
ェ
）」。
１
９
３
４
年
か
ら
地
域
福
祉
の
拠
点
と

し
て
活
動
を
続
け
る
社
会
福
祉
法
人「
第
一
善
隣
館
」

が
、
地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
交
流

の
場
に
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
、
２
０
１
２
年
暮
れ

に
開
設
し
た
。
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
当
た
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営
に
協
力
し
て
お
り
、
障
が
い
者
施

設
で
作
ら
れ
た
『
た
ん
と
カ
レ
ー
』
が
お
す
す
め
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
受
講
生
と
し
て
講
座
に
参
加
し
た
第
一
善
隣
館
施

設
長
の
宇
野
孝
一
さ
ん
が
「
お
年
寄
り
が
気
軽
に
立

ち
寄
り
、
中
学
生
が
机
に
向
か
っ
て
宿
題
に
励
み
、

障
が
い
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
メ
ニ
ュ
ー
を
運
ん
で

く
る
。そ
ん
な
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
」と
カ
フ
ェ

の
現
状
を
紹
介
し
た
。

　
木
造
二
階
建
て
の
民
家
を
改
装
し
た
店
内
を
巡
っ

た
受
講
生
の
感
想
も
さ
ま
ざ
ま
。東
浩
子
さ
ん
は「
畳

を
活
か
し
た
空
間
が
温
か
み
を
醸
し
出
し
て
い
る
」

と
笑
顔
を
見
せ
、井
上
厚
子
さ
ん
は「
自
分
が
カ
フ
ェ

を
開
い
た
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
に
合
う
ど
ん
な
ス
イ
ー
ツ

が
い
い
の
か
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
ま
し
た
」
と
話

し
、
さ
ら
に
プ
ラ
ン
を
掘
り
下
げ
た
よ
う
だ
っ
た
。

受講生として参加した Zenrin Cafe（善隣カフェ）の宇野さんから話を聞
く受講生 = Zenrin Cafe

畳の空間が温もりを感じさせる店内 = Zenrin 
Cafe
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京 都小 辻 寿 規

「
地
縁
」と「
志
縁
」が
共
存
す
る

伝
統
と
革
新
が
織
り
な
す
居
場
所
作
り

Kyoto
こつじ・ひさのり　大学院にて孤独死の研究をす
る中で、高齢者の社会的孤立を減少させる居場所
の効果に興味を持ち、居場所の運営や支援に関わ
る。その中で仲間と共にまちの居場所やまちづく
りの中間支援組織「特定非営利活動法人つながる
KYOTO プロジェクト」を立ち上げる。京都市市
民参加推進フォーラム委員。

京
都
は
、
日
本
の
中
で
住
民
自
治
組
織
の
活
動

が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
特
に
中
心
部
に
お
い
て

は
番
組
小
学
校
（
64
校
）
を
起
源
と
す
る
元
学
区

（
現
在
の
小
学
校
区
と
は
異
な
る
）
を
中
心
に
明

治
時
代
以
降
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
福
祉
が
発
展

し
て
き
た
。

こ
れ
ら
元
学
区
を
中
心
に
そ
こ
に
住
ま
う
人
の

つ
な
が
り
作
り
、
居
場
所
作
り
が
小
学
校
（
小
学

校
跡
地
を
含
む
）
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の
就
労
形
態
が
自
営
か

ら
雇
用
に
変
わ
っ
た
こ
と
や
、
新
規
の
住
民
が
地

域
と
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
流
入
し

て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
行
事
な
ど
を

含
め
、
旧
住
民
と
新
住
民
の
関
わ
り
が
弱
ま
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
全
国
的

に
い
え
る
こ
と
だ
が
、
新
住
民
を
含
め
地
域
な
ど

と
関
わ
り
を
持
た
な
い
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
人
達
の
中
に
も
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
求
め
、
居
場
所
を
求
め
る
人
が
増
え

て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
京
都
の
住
民
か
ら
の
声
に
呼
応
す

る
よ
う
に
、「
ま
ち
の
学
び
舎
ハ
ル
ハ
ウ
ス
」や「
ま

ち
の
縁
側
と
ね
り
こ
の
家
」
が
誕
生
し
、
元
学
区

に
よ
る
地
域
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
と
は
異
な
る
新

た
な
地
域
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
こ
の
2
つ
の
居
場
所
の
影
響
を
受

け
、
京
都
に
多
く
の
「
志
縁
」
を
基
盤
と
し
た
ま

ち
の
居
場
所
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

こ
の
2
つ
の
居
場
所
の
影
響
を
受
け
た
全
国
の
ま

ち
の
居
場
所
も
少
な
く
な
い
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
住
民
自
治
組
織
も
今
ま
で

は
元
学
区
民
に
対
し
て
の
み
の
限
定
的
な
地
域
福

祉
活
動
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
方
に
も
開
け
た
居
場

所
作
り
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
流
れ
で
、
京
都
に
は
「
志
縁
」
ベ
ー
ス
の

居
場
所
と
「
地
縁
」
ベ
ー
ス
の
居
場
所
が
両
立
す

る
形
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
京
都
市
に
お
い
て

は
、「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
に
対
す
る
助
成

制
度
」
が
平
成
24
年
度
よ
り
始
ま
る
な
ど
、
こ
れ

ら
の
み
な
さ
ん
の
活
動
を
受
け
て
行
政
も
支
援
に

乗
り
出
し
つ
つ
あ
り
、
興
味
を
持
つ
人
も
増
え
て

き
て
い
る
。

今
回
の
講
座
の
中
で
は
受
講
生
の
み
な
さ
ん
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
行
っ
た
。
居
場
所

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
）
の
運
営
に
お
い
て
、

一
人
で
行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
を
伴
う
。
そ
れ

ゆ
え
、
受
講
生
に
は
共
に
作
る
と
い
う
こ
と
も
想

定
し
た
上
で
講
座
を
受
講
し
て
も
ら
っ
た
。

本
講
座
に
は
京
都
や
近
く
の
大
阪
、
兵
庫
だ
け

で
は
な
く
、
愛
知
や
鹿
児
島
な
ど
か
ら
も
受
講
生

が
参
加
し
た
。

受
講
生
の
中
に
は
、
も
う
新
し
い
居
場
所
を

作
っ
た
人
も
出
て
き
て
い
る
。
今
後
の
発
展
が
非

常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

代表

つながる KYOTO プロジェクトは「京都市未来まちづくり 100
人委員会」をきっかけに生まれた団体で、孤立を減らし、つ
ながりを作るために、京都にまちの居場所を 1000 カ所作るこ
とを目標に、多くの人たちにまちの居場所を知ってもらうべ
く、シンポジウムや勉強会、見学体験ツアー、調査研究など
を行っている。また、運営者や運営を希望する方に対してコ
ンサルティングや講演などを行っている。

特定非営利活動法人

つながる KYOTO プロジェクト
京都市上京区土屋町通出水上ル弁天町 303 番地　http://datsumuensyakai.jimdo.com/

連 携 団 体 紹 介

特定非営利活動法人つながる KYOTO プロジェクト 理事長

特定非営利活動法人 

つながる KYOTO プロジェクト

京都の講座には 20 名が参加
し、ワークショップを中心に講
座を行った。また、フィールド
ワークも多く行い受講生は現
場の実情を学んだ。

自分のイメージを
言葉にし、現実にする。

色々な思いを持ってきた受講生た
ち。京都における先進事例の報告
し、その上で、受講生それぞれの
コミュニティカフェのイメージを
共有した。また、受講生は第 2 回
のバスツアーに備えて、質問した
いことなども考えた。

社会調査の手法を社会学者の平本
毅さんが解説した。それをもと
に参加者は任意のコミュニティ
カフェを訪れ、運営者に質問し
た。また、この回より事業計画の
イメージを膨らましていく作業を
行った。

東京の「三田の家」の運営にも携っ
た京都造形大教授の熊倉敬聡さん
や「新大宮みんなの基地」の桑田
正寛さんが参加者の事業計画にア
ドバイスした。本発表会は公開で
行われ、受講生にとって自らのプ
ランを発表する場となった。

「まちの学び舎ハルハウス」、「ま
ちの縁側とねりこの家」をはじ
め、「YAOMON」、「 新 大 宮 み ん
なの基地」、「集い場天気にな～
れ～」など様々なコミュニティ
カフェを受講生と講師がバスツ
アーで回り、運営のコツなどを
学んだ。

NPO 法人きょうと介護保険にか
かわる会理事長で自身も居場所
づくりをおこなった経験のある
梶宏さんが実際に運営を行った
ときに起こる問題を解説した。
それをふまえた上で受講生は事
業計画を作った。

コミュニティカフェって
どんなとこ？

コミュニティを
調査してみよう！

事業計画発表会

先進事例を体感しよう！

自分たちの事業計画を
作ってみよう！

9/28

11/3

12/7

10/12

11/16

sat

sun

sat

sat

sat

1

3

5

2

4

東京の四谷で開催されたコミュニティカフェ全国交流会に
は、事業計画発表会で京都講座代表に選ばれた橋本伸子さん、
川嶋修司さんがプランを発表した。また、京都講座の受講生
の一部も交流会に参加した。

「まちの学び舎ハルハウス」の丹羽國子さんが居場所づくり
を始めた当時の話などを参加者に伝えた。当日は近畿地方以
外からも様々な方が参加者として駆けつけ、全国各地の情報
交換も行った。

コミュニティカフェ
全国交流発表会

コミュニティカフェ
開設講座説明会

2/23

8/25

sun

sun

講座アーカイブ



橋本伸子さん（京都府舞鶴市）、川嶋修司さん（愛知県大府市）

30Community Cafe31

京 都

開 設 講 座
ダ イ ジ ェ ス ト

Kyoto

夢をいかに現実にするのか。様々な方法を使って
理想のコミュニティカフェを手繰り寄せる。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座　
京
都
」

に
は
、
20
代
か
ら
70
代
ま
で
の
男
女
が
東
は

名
古
屋
、
西
は
鹿
児
島
と
い
う
大
変
広
い
範

囲
か
ら
参
加
し
た
。
全
5
回
の
講
義
を
通
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
な
が
る
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
小
辻
寿
規
さ
ん
、
萩
原
三
義

さ
ん
、
平
本
毅
さ
ん
を
中
心
と
し
た
講
師
陣

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
こ

と
の
難
し
さ
、
楽
し
さ
、
そ
し
て
い
か
に
お

客
さ
ん
に
魅
せ
る
か
な
ど
を
学
ん
だ
。

何
を
や
り
た
い
の
か

　
講
師
の
一
人
、
萩
原
三
義
さ
ん
は
参
加
者

の
方
々
に
何
が
や
り
た
い
の
か
を
常
に
問
う

た
。
参
加
者
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
今
ま
で

の
経
験
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
専

門
家
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
い
か
に
利
用
し

て
場
所
作
り
を
行
え
る
の
か
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

　
運
営
を
す
る
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
衝
突

が
あ
っ
て
も
き
っ
ち
り
自
分
の
考
え
を
述

べ
、
相
手
の
考
え
を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
を

伝
え
た
。
萩
原
さ
ん
は
き
ち
ん
と
お
互
い
の

気
持
ち
を
伝
え
合
っ
て
は
じ
め
て
前
に
進
め

る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
で
な
い
と
納
得
で
き
な

い
ま
ま
終
わ
っ
て
何
も
得
ら
れ
な
い
こ
と
を

説
い
た
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
は
模
造

紙
や
付
箋
を
使
っ
て
み
ん
な
の
意
見
を
ま
と

め
る
手
法
を
指
導
し
、
こ
こ
で
覚
え
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
を
使
っ
て
み
ん
な
の
意

見
を
ま
と
め
て
居
場
所
を
運
営
し
て
い
っ
て

欲
し
い
と
伝
え
た
。

外
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性

　
他
の
運
営
者
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
時

の
手
法
や
も
の
を
考
え
る
ロ
ジ
ッ
ク
、
運
営

の
た
め
に
必
要
な
周
辺
情
報
の
リ
サ
ー
チ
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
べ
き
か
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
お
作
法
、
情
報
の
使
い
方
を
平

本
毅
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
。

　
受
講
生
達
に
と
っ
て
は
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
使
う
こ
と
や
聞
き
た
い
内
容
を
み
ん
な
で

決
め
て
日
程
調
整
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

な
ど
初
め
て
の
経
験
が
多
く
あ
っ
た
が
、
平

本
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
り
、
ど
の
グ
ル
ー

プ
も
無
事
に
運
営
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
居
場
所
の
参
与
観
察
を

行
っ
た
こ
と
も
あ
る
研
究
者
の
目
線
も
ふ
ま

え
て
話
し
た
こ
と
も
あ
り
、
受
講
生
に
と
っ

て
有
意
義
な
講
習
と
な
っ
た
。

い
か
に
魅
せ
ら
れ
る
か

　
小
辻
さ
ん
は
、
プ
ラ
ン
を
作
る
上
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
お
金
を
ど
こ

か
ら
と
っ
て
く
る
の
か
、
売
り
は
何
に
す
る

の
か
な
ど
を
決
め
る
こ
と
が
事
業
計
画
を
作

る
上
で
重
要
だ
と
話
し
た
。
ま
た
、
お
客
さ

ん
に
対
し
て
い
か
に
寄
り
添
う
べ
き
な
の

か
、
提
供
す
る
商
品
の
価
値
に
納
得
し
て
も

ら
う
た
め
に
い
か
に
魅
せ
る
こ
と
が
有
効
な

の
か
、
情
報
戦
略
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

つながる KYOTO プロジェクトの平本さん

つながる KYOTO プロジェクトの萩原さん

全国交流会で事業プラン発表

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
全
国
交
流
会
に
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座　
京
都
」
受
講
生
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
橋
本
伸
子
さ
ん
、
川
嶋
修
司
さ
ん
が
発
表
し

た
。
橋
本
さ
ん
は
障
が
い
の
あ
る
人
と
地
域
の
交
流
を

テ
ー
マ
に
、
川
嶋
さ
ん
は
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
す

る
支
援
を
テ
ー
マ
に
プ
ラ
ン
発
表
を
行
っ
た
。

　

橋
本
さ
ん
の
プ
ラ
ン
は
「
ほ
っ
こ
り
の
・
え
ん
が
わ

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
働
く
場
所
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
に
！
」。

　

橋
本
さ
ん
の
住
む
舞
鶴
市
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
の
学
校
が
郊
外
に
あ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
働

く
場
も
ほ
と
ん
ど
が
郊
外
に
あ
る
。
そ
ん
な
舞
鶴
に

て
、
ご
家
族
も
含
め
障
が
い
の
あ
る
人
の
支
援
を
し
て

き
て
、
他
の
方
々
が
障
が
い

の
あ
る
人
の
こ
と
を
よ
く
知

ら
な
い
こ
と
に
寂
し
さ
を
感

じ
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

が
働
く
施
設
「
ほ
っ
こ
り
」
を
街
中
に
作
る
こ
と
に
し

た
。

　
「
ほ
っ
こ
り
」
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
運
営

で
、
土
曜
日
、
日
曜
日
が
空
く
こ
と
も
あ
り
、
運
営
主

体
の
代
表
理
事
で
あ
る
橋
本
さ
ん
は
土
日
の
休
み
を

使
っ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
他
の
地
域
の
人
も
自
由

に
集
ま
れ
る
場
所
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
土
日
限
定
の
場
所
で
は
「
ほ
っ
こ
り
」
に
通
う

人
の
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
を
行
う
。
そ
し
て

企
画
を
自
分
た
ち
で
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
人
た
ち

に
も
そ
の
企
画
を
ど
ん
ど
ん
考
え
て
も
ら
っ
て
、
よ
り

み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
え
る
存
在
に
な
り
た
い
と
語
っ

た
。

　

5
年
、10
年
と
続
く
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
語
る
。

橋
本
さ
ん
達
の
愛
に
溢
れ
た
居
場
所
の
今
後
が
と
て
も

楽
し
み
で
あ
る
。

　

一
方
、川
嶋
さ
ん
は
、「
認
知
症
出
前
カ
フ
ェ　

集
い
、

ふ
れ
あ
い
、
つ
な
が
り
、
広
が
る
」
の
タ
イ
ト
ル
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
川
嶋
さ
ん
は
医
師
で

あ
り
、
認
知
症
医
療
の
現
場
で
治
療
や
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
開
設
講
座
で
は
、「
色
ん
な
場
所
で
開
催
で
き
る
」、

「
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
」、「
和
み
の
時
間
、
場
所
を

提
供
」、「
専
門
職
に
よ
る
相
談
、
情
報
提
供
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
認
知
症
出
前
カ
フ
ェ
を
提
案
し
た
。

　

認
知
症
出
前
カ
フ
ェ
は
開
催
場
所
を
選
ば
ず
、
病
院

や
診
療
所
、
高
齢
者
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を

は
じ
め
、
色
々
な
と
こ
ろ
に
出
向
く
。
ま
た
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
だ
け
で
な
く
、
医
療
・

介
護
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人

を
も
巻
き
込
む
こ
と
を
考
え
て

お
り
、
行
っ
た
場
所
や
そ
の
周

り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
げ

活
性
化
し
、
認
知
症
に
理
解
の
あ
る
社
会
を
作
っ
て
い

く
一
翼
を
担
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
出
張
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
可
能

性
を
示
す
発
表
と
な
っ
た
。

　

橋
本
さ
ん
と
川
嶋
さ
ん
の
発
表
に
通
じ
る
こ
と
と
し

て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
扱
い
を
受
け
て
し
ま
い
が
ち
な

人
た
ち
の
存
在
を
社
会
の
多
く
の
人
達
が
い
か
に
認
知

し
、
受
け
入
れ
、
共
に
生
き
て
い
く
共
生
社
会
を
い
か

に
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
今
後
、
社
会
的
包
摂
の
場
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
く
中
で
、
そ
の
可
能
性
を
提
示

す
る
発
表
と
な
っ
た
。

「ほっこり」への思いを語る橋本さん

認知症カフェを語る川嶋さん
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受 講 生 の 声

全
5
回
の
講
座
と
な
っ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

開
設
講
座　
京
都
」
に
は
20
名
の
受
講
生
が
参
加
し

た
。受
講
生
の
参
加
動
機
は
、私
財
を
投
じ
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
作
り
た
い
、
現
在
運
営
し
て
い
る

カ
フ
ェ
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
に
し
た
い
、
運
営

の
手
伝
い
を
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
指
し

た
い
な
ど
、様
々
で
あ
っ
た
。
受
講
生
は
講
座
の
他
、

バ
ス
ツ
ア
ー
や
現
場
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
多
く
の

時
間
を
共
有
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
京
都
府
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
の
ほ
か
に
も
愛
知
県
や
鹿
児
島
県
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
西
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

開
設
へ
の
熱
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊
　
＊
　
＊

孤
独
な
高
齢
者
を
減
ら
し
た
い

　
杉
谷
紀
子
さ
ん
は
、
ヘ
ル
パ
ー
職
に
10
年
以
上
就

い
て
き
た
中
で
一
人
暮
ら
し
や
、
家
族
が
い
て
も
孤

独
な
高
齢
者
に
た
く
さ
ん
出
会
っ
て
き
た
。
そ
の
現

状
を
変
え
よ
う
と
月
１
回
の
茶
話
会
を
開
催
し
て
い

る
が
「
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
り

し
て
参
加
者
が
減
っ
て
い
く
先
細
り
か
ら
、
講
座
で

の
学
び
を
生
か
し
て
将
来
的
な
希
望
を
見
出
し
た

い
。」
と
の
意
欲
を
持
っ
て
参
加
し
た
。

　
孤
独
な
高
齢
者
を
減
ら
し
た
い
と
考
え
た
参
加
者

は
一
人
で
は
な
い
。
住
本
博
司
さ
ん
は
、
ヘ
ル
パ
ー

を
し
て
き
た
経
験
も
ふ
ま
え
、
自
宅
を
改
修
し
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の

プ
ラ
ン
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
が
参
加
の
主
な
動
機

と
な
っ
た
。「
地
域
に
は
隠
れ
た
男
性
の
お
ひ
と
り

さ
ま
が
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
も

地
域
の
中
に
居
場
所
を
作
り
た
い
。
男
目
線
だ
か
ら

こ
そ
作
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
も
あ
る
」
と

語
っ
た
。

　
杉
谷
さ
ん
や
住
本
さ
ん
の
よ
う
に
高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
を
重
要
に
考
え
る
参
加
者
は
多
く
、
一
つ

の
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
参
加
者
達
は
、
講

師
か
ら
の
孤
独
死
や
孤
立
と
い
っ
た
話
に
特
に
耳
を

傾
け
熱
心
に
ノ
ー
ト
を
取
っ
た
。

多
世
代
交
流
の
場
を
作
り
た
い

　
高
齢
者
の
居
場
所
作
り
と
並
ん
で
受
講
生
が
興
味

を
持
っ
て
い
た
の
は
多
世
代
交
流
の
居
場
所
作
り
。

吉
本
弥
よ
ひ
さ
ん
は
自
身
が
主
宰
す
る
重
度
心
身
障

害
者
の
生
活
介
護
事
業
施
設
「
花
の
駅
」
が
移
転
す

る
に
あ
た
り
、
施
設
の
跡
地
に
多
世
代
交
流
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
設
し
た
い
と
考
え
参
加
し

た
。
講
座
に
参
加
す
る
中
で
、
吉
本
さ
ん
は
「
利
益

に
な
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
て
も
、
受
講
生
達
は
他
者

と
自
分
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
。

杉
谷
紀
子
（
す
ぎ
た
に
・
の
り
こ
）
さ
ん

ヘ
ル
パ
ー
職
と
し
て
10
年
以
上
働
い
て
き

た
中
で
孤
独
な
高
齢
者
が
多
い
現
実
を
目

の
当
た
り
に
し
、
そ
の
現
状
を
な
ん
と
か

で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
講
座

に
参
加
し
た
。

吉
本
弥
よ
ひ
（
よ
し
も
と
・
や
よ
ひ
）
さ
ん

「
花
の
駅
」
主
宰
。
35
年
間
看
護
師
を
務
め

る
。
社
会
福
祉
士
で
も
あ
り
、「
花
の
駅
」

に
お
い
て
は
多
く
の
人
が
心
安
ら
か
に
住

め
る
場
所
を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
生
活
介

護
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

住
本
博
司
（
す
み
も
と
・
ひ
ろ
し
）
さ
ん

郵
便
局
退
職
後
、
淡
路
島
に
て
牧
場
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
経
験
。
そ
の
後
、
島
根
県
出

雲
に
て
癌
患
者
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
関

わ
っ
た
経
験
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
の
道
へ
進
み

介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
た
。

岡
田
佳
代
（
お
か
だ
・
か
よ
）
さ
ん

神
戸
市
認
可
家
庭
的
保
育
所
赤
ち
ゃ
ん

ホ
ー
ム
代
表
。
子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
が

気
軽
に
相
談
し
あ
え
る
場
所
、
マ
マ
た
ち

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
交
流
の
場
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開
設
を
め

ざ
す
。

共に考え、共につくる。

今
ま
で
色
々
な
講
座
に
参
加
し
て
き
た
が
、
こ
ん
な

経
験
は
初
め
て
。
す
ご
く
刺
激
を
受
け
た
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

　

多
く
の
受
講
生
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
が
あ
り
つ
つ
も
、
ど
の
世
代
も
が

関
わ
れ
る
居
場
所
作
り
を
し
た
い
と
い
う
共
通
の
願

い
が
あ
っ
た
。

子
育
て
マ
マ
達
の
居
場
所
を
つ
く
り
た
い

　
岡
田
佳
代
さ
ん
は
「
神
戸
市
認
可
家
庭
的
保
育
所

赤
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ム
」
で
、
幼
い
子
ど
も
と
関
わ
る
中

で
、
お
母
さ
ん
達
の
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
場
所
が
な
か
な
か
無
い
こ
と
を
痛
感
し

た
と
い
う
。
一
人
で
考
え
込
ん
で
し
ま
わ
な
い
で
欲

し
い
、
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
に
少
し

で
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
を
提
供
し
た
い
。
そ

の
よ
う
な
思
い
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
作
ろ
う

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
分
も
含
め
た
居
場
所
を
つ
く
り
た
い

　
若
者
の
中
に
は
現
在
、
社
会
貢
献
し
た
い
と
思
う

者
も
多
い
。
そ
し
て
、
独
身
の
者
も
多
く
お
り
、
老

後
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
者
も
少
な
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状

か
ら
、
中
村
ア
ヤ
さ
ん
は
、
自
分
も
含
め
て
今
の
若

者
が
社
会
貢
献
し
つ
つ
、
老
後
も
含
め
て
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
に
今
か
ら
集
ま
っ
て
交
流

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
村
さ
ん
は
発
表
会
で
、「
出

張
ス
タ
イ
ル
、
空
き
家
活
用
ス
タ
イ
ル
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
な
ど
様
々
な
形
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
プ
ラ

ン
を
語
っ
た
。そ
の
よ
う
な
仲
間
を
中
村
さ
ん
は
今
、

全
国
か
ら
募
集
し
て
い
る
。

共
に
作
る
こ
と
の
重
要
性

　
受
講
生
達
が
声
を
揃
え
て
言
っ
た
こ
と
は
「
仲
間

が
い
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
。
受
講
生
の
中
に
は

一
人
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
た
り
、運
営
を
手
伝
い
た
い
と
は
思
っ
て
い
る
が
、

ど
こ
に
手
伝
い
に
行
け
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
と

考
え
る
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
講
座

に
参
加
す
る
中
で
「
自
分
が
空
い
て
い
る
日
は
助
け

に
行
く
ね
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
ほ
か
の

受
講
生
の
カ
フ
ェ
・
コ
ン
セ
プ
ト
を
聞
く
中
で
、
こ

の
受
講
生
と
は
共
通
な
思
い
が
多
い
か
ら
と
、
人
柄

に
惹
か
れ
て
手
伝
い
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

「
他
人
の
話
を
聞
き
、
共
に
考
え
れ
ば
、
元
々
考
え

て
い
た
案
よ
り
も
ず
っ
と
良
い
案
に
な
っ
た
」。
そ

の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
受
講
生
も
い
た
。

今
後
の
動
き

　
講
座
の
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
は
現
実
に
向

け
て
動
き
始
め
て
い
る
。
住
本
さ
ん
は
友
人
の
受
講

生
と
共
に
自
宅
を
改
築
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

「
ハ
ウ
ス
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」
を
２
０
１
４
年
4
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
ま
た
、
吉
本
さ
ん
や
全
国
交
流

会
の
発
表
者
、
橋
本
伸
子
さ
ん
も
現
在
、
開
設
に
向

け
て
動
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
受
講
生
に
も
来
年
ま

で
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
作
ろ
う
と
計
画
し

て
い
る
者
が
10
名
程
度
い
る
。

　
受
講
生
達
は
ほ
と
ん
ど
が
本
講
座
で
知
り
合
っ
た

が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
共
同
の
調
査
、
発
表
を

行
っ
た
こ
と
も
あ
り
非
常
に
仲
が
良
い
。
受
講
生
の

中
に
は
、
今
後
、
他
の
受
講
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
の
運
営
を
手
伝
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
者
も

い
る
。

　
同
窓
会
も
兼
ね
た
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
行
っ
て
い
く

予
定
だ
が
そ
こ
で
の
受
講
生
の
報
告
が
楽
し
み
で
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
学

ん
だ
仲
間
の
動
き
を
励
み
に
、
受
講
生
は
、
夢
を
計

画
に
変
え
、
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
一
歩
一
歩

着
実
に
前
進
し
て
い
る
。

中
村
ア
ヤ
（
な
か
む
ら
・
あ
や
）
さ
ん

婦
人
雑
貨
店
オ
ー
ナ
ー
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

と
し
て
今
後
の
社
会
を
担
う
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
社
会
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
講
座
に
参
加
。
様
々
な
形

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
を
目
指
す
。

京 都Kyoto
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コミュニティ

カフェの
現場を訪ねて

http://www.kunihouse.jp 
京都市北区紫野十二坊町 16-16 
TEL:075-451-6733 
京雑炊ハルハウス 年中無休 6:00～10:00 
まちの学び舎ハルハウス 月～水・金・土曜 10:00～16:00 
京雑炊 400 円　コーヒー 200 円　ゼリーなど 100 円～
運営者:一般財団法人まちの縁側クニハウス＆
まちの学び舎ハルハウス

まちの学び舎ハルハウス
コミュニティカフェ紹介

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講

座　

京
都
」
で
は
、「
先
進
事
例

を
体
感
し
よ
う
！
」
と
題
し
て

１
日
が
か
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
た
。「
下
京
町
衆
倶
楽
部

拠
点
」
か
ら
始
ま
り
、「
ま
ち
の
縁
側
と
ね
り
こ
の

家
」、「
ま
ち
の
学
び
舎
ハ
ル
ハ
ウ
ス
（
以
下
、
ハ
ル

ハ
ウ
ス
）」、「
つ
ど
い
場
て
ん
き
に
な
～
れ
」、「
新

大
宮
み
ん
な
の
基
地
」、「
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」
と
京
都

中
を
駆
け
巡
っ
た
。
受
講
生
の
み
な
さ
ん
は
帰
り
は

く
た
く
た
に
な
る
ほ
ど
現
場
を
勉
強
し
、
充
実
し
た

１
日
と
な
っ
た
。
今
回
は
そ
の
中
の
2
カ
所
「
ハ
ル

ハ
ウ
ス
」
と
「
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」
を
紹
介
す
る
。

京
都
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ 

発
祥
の
地

　
「
ハ
ル
ハ
ウ
ス
」
は
、
看
護
師
で
、
佛
教
大
学
で

教
授
を
務
め
て
い
た
丹
羽
國
子
さ
ん
に
よ
っ
て
開
設

さ
れ
て
い
る
。「
向
こ
う
三
軒
両
隣
が
仲
良
く
な
れ

ば
、
み
ん
な
で
支
え
合
え
る
。
日
本
を
再
び
そ
ん
な

国
に
し
て
、
住
み
慣
れ
た
土
地
で
お
互
い
に
助
け
合

い
支
え
あ
い
、
健
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
し
た

い
」。
そ
ん
な
丹
羽
さ
ん
の
思
い
に
仲
間
が
共
感
し
、

支
え
始
め
、
今
で
は
地
域
の
人
達
も
運
営
に
参
加
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
に
な
っ
て
い
る
。

　

京
都
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
史

を
考
え
た
場
合
、

ハ
ル
ハ
ウ
ス
の
存

在
は
非
常
に
大
き

い
と
い
え
る
。
ハ

ル
ハ
ウ
ス
か
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ

り
、
影
響
を
受
け

た
り
し
て
開
設
さ

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

名物の京雑炊。さま
ざまな野菜を摂るこ
とができる＝まちの
学び舎ハルハウス

吹き抜け構造になっており、利用者に開放感
を与える＝まちの学び舎ハルハウス

http://www.yaomon.net/
京都市上京区今出川通寺町西入ル革堂内町522
TEL: 075-241-4416
11:00～19:00（左記時間以外は要予約）
日曜、祝日休（臨時休業あり）
コーヒー　350円　紅茶　300円

YAOMON
コミュニティカフェ紹介 テ

ィ
カ
フ
ェ
が
多
く
あ
る
。
ま
た
、
ハ
ル
ハ
ウ
ス
が

出
来
る
ま
で
は
地
縁
の
居
場
所
づ
く
り
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
た
め
、
ハ
ル
ハ
ウ
ス
は
京
都
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
発
祥
の
地
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
バ
ス
ツ
ア
ー
当
日
は
、
か
つ
て
ハ
ル
ハ
ウ
ス
で
運

営
手
法
を
学
び
、
現
在
は
「
ふ
か
ふ
か
家
」
を
運
営

し
て
い
る
牧
田
一
穂
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。
こ
こ
数

年
、
大
学
や
商
店
街
と
連
携
し
、
地
域
の
ハ
ブ
役
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い

る
牧
田
さ
ん
の
話
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
入
れ

る
受
講
生
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

喫
茶
店
か
ら 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
へ

　
「
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」は
喫
茶
店
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
最
初
は
仕
出
し
屋

さ
ん
の
喫
茶
部
門
と
し
て
開
業
し
て
、
経
営
も
順
調

だ
っ
た
が
近
隣
の
大
学
の
移
転
に
よ
り
大
学
生
の
お

客
さ
ん
が
激
減
し
た
。
そ
の
後
、
運
営
者
の
佐
々
木

真
さ
ん
が
商
店
街
の
運
営
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
や
地
元
の
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
次
第
に
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
が
地
域
の
居

場
所
に
な
っ
て
い
き
、
気
づ
け
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
に
な
っ
て
い
た
。

　

商
店
街
と
大
学
や
行
政
等
が
関
わ
る

際
の
窓
口
的
な
役
割
を
佐
々
木
さ
ん
は

担
っ
て
い
る
。
そ
の
縁
で
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｎ
は
、
近
く
の
同
志
社
大
学
か
ら
ゼ
ミ

や
学
生
の
活
動
の
場
と
し
て
の
「
学
外

授
業
施
設
」
に
２
０
１
３
年
度
か
ら
指

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
任
意
団
体
の
事
務
局
的
存
在

で
も
あ
る
。

　
佐
々
木
さ
ん
の
愛
犬
グ
ー
グ
ー
が
お
客
さ
ん
と
の

橋
渡
し
的
存
在
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
会
話
が
生
ま
れ

て
い
る
。

　

当
日
は
最
後
の
見
学
先
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
で
懇
親
会
を
行
っ
た
。
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｎ
が
あ
る
出
町
商
店
街
で
惣
菜
を
買
い
、
そ
れ
を
酒

の
肴
に
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
に
か
け

る
思
い
な
ど
を
語
り
合
っ
た
。

受講生に YAOMON の成り立ちについて語る佐々木さん（中央左）＝ YAOMON

京 都Kyoto
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東 京小 泉 圭 司

カ
フ
ェ
の
主
た
る
目
的
は
地
域
課
題
の
解
決

信
念
も
経
営
も
き
ち
ん
と
し
て
継
続
を

Tokyo
こいずみ・けいじ　高齢者が働ける場として、ぷリ
ズムの隣接店舗に手作り惣菜・弁当の店「元気スタ
ンド・ぷライス」を 2010 年開業。１人暮らしの人
の食生活のサポートや、埼玉県幸手市の地域支え合
い事業の事務局として高齢者などの在宅生活支援を
行う。現在、地域包括ケアと商店街の活性化を兼ね
たコミュニティモールの構築に向け取り組んでいる。

7
年
前
、
私
が
「
元
気
ス
タ
ン
ド
・
ぷ
リ
ズ

ム
」
を
作
っ
た
時
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

と
い
う
言
葉
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
人

と
人
と
を
結
ぶ
場
所
と
考
え
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

喫
茶 

元
気
ス
タ
ン
ド
・
ぷ
リ
ズ
ム
」
と
名
付

け
た
。

当
時
、
全
く
飲
食
業
の
経
験
が
な
か
っ
た
た

め
本
を
読
み
漁
り
、
知
人
の
協
力
を
得
て
調
理

実
習
に
通
い
勉
強
し
た
。
し
か
し
、
資
金
面
や

経
営
面
な
ど
の
内
側
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
本
な
ど
で

は
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
の
講
座
で
は
、
こ
う
し
た
開
設
当
初
に

知
り
た
い
こ
と
、
開
設
し
て
み
て
気
付
い
た
こ

と
な
ど
、
な
か
な
か
明
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

内
情
に
関
し
て
も
各
講
師
の
方
々
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

正
直
申
し
上
げ
て
、
私
の
運
営
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
経
営
的
に
成
功
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ

と
は
一
度
も
な
い
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
の
目
的
が
喫
茶
店
と
違
い
、
営
業
利
益
だ

け
を
追
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら

だ
。日

々
、
店
内
に
は
お
客
様
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。「
こ
こ
が
あ
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」

と
い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
。

自
分
の
想
い
が
伝
わ
り
、
方
向
性
が
間
違
っ

て
い
な
い
こ
と
を
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
た
び
ご
と
に
、
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
方
が

利
用
し
て
同
じ
よ
う
な
幸
福
感
を
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

「
1
億
円
稼
ぐ
よ
り
1
億
回
の
笑
顔
を
作
ろ

う
」。
私
の
目
標
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
主
た
る
目
的
は
、

カ
フ
ェ
の
開
設
を
考
え
る
人
が
抱
い
て
い
る
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
の
解
決
に
あ
る
と
思

う
。喫

茶
店
開
設
の
本
な
ど
を
読
む
と
、「
回
転

率
×
座
席
数
」
な
ど
と
売
上
予
測
が
書
か
れ
て

い
る
。
し
か
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
に
こ
の

計
算
が
当
て
は
ま
る
の
か
？

資
金
面
や
経
営
面
だ
け
を
考
え
て
い
く
と
、

ど
う
し
て
も
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
を
た
め
ら
っ

て
し
ま
う
。

で
は
、
何
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

を
作
り
た
い
の
か
？ 

講
座
で
は
、
一
番
大
切

な
「
希
望
の
木
」
の
根
っ
こ
の
部
分
と
な
る
信

念
を
き
ち
ん
と
見
出
す
こ
と
を
再
確
認
し
て
い

た
だ
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
作
る
な
ら
、
存
続

さ
せ
な
く
て
は
意
味
が
な
い
。
存
続
さ
せ
る
た

め
に
は
経
営
も
き
ち
ん
と
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
パ
ー
ト

ナ
ー
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
見
出
し

協
力
し
合
う
必
要
性
を
市
民
活
動
中
間
支
援
組

織
の
先
生
に
、
具
体
的
な
事
業
計
画
作
成
方
法

を
中
小
企
業
診
断
士
の
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ

い
た
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
改
善
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
必
要
と
さ
れ
る
。

全
国
で
は
た
く
さ
ん
の
同
志
が
色
々
な
手
法
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
展
開
し
て
い
る
。

講
座
で
は
「
元
気
ス
タ
ン
ド
・
ぷ
リ
ズ
ム
」

の
ほ
か
、
さ
い
た
ま
市
南
区
の
「
ヘ
ル
シ
ー
カ

フ
ェ
の
ら
」
の
見
学
に
行
っ
た
。
店
舗
を
貸
し

切
り
で
見
学
す
る
の
で
は
、
施
設
の
箱
を
見
る

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
カ
フ
ェ
の
雰
囲

気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
お
客
様
が
い
る
店
内
を
見
学
し
て
も
ら
っ

た
。た

く
さ
ん
の
事
例
を
見
て
、
自
分
が
運
営
す

る
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
や
り
方
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
無
理
の
な
い
や
り
方
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開
設
に
向
け
て
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
の
先
輩
と
し
て
望
外
の
喜
び
で
あ

る
。

講師
元気スタンド・ぷリズム合同会社　代表

公益社団法人  長寿社会文化協会

東京の講座には 18 人が参加。運営者 4 人と中小企業診断士 1 人による座学・ワーク
ショップ、現場見学・体験、事業計画書作成などの実践的な講座を行った。

２カ所のカフェで終日体験
運営者から生の話を聞く

主任講師の小泉さんがカフェ開設経緯
や総菜店、電動車いすレンタルなどと
事業拡大してきたことを話し、「やるな
ら継続しよう」と呼びかけた。午後は
柳田好史さんらが「みんなのえんがわ
池袋」などの事例を紹介し、班ごとに
KJ 法による地域課題の抽出を行った。

小泉さんのカフェ・総菜店がある
埼玉・幸手団地集会所で、コミュ
ニティカフェの立ち上げと運営に
ついて話を聞いた。昼食は惣菜店
の弁当を食べた。自分が開きたい
カフェのイメージを考え、班内で
プレゼン。元気スタンドを見学し、
質疑応答。

中小企業診断士の金
きむ

順
す の う

玉さんが担
当。必要資金の洗い出しに始まり、
損益計画も作成した。金さんが小
泉さんのカフェの経費を問いかけ
ながら、さまざまな経費の目安を
教えてくださった。事業計画書を
完成させることが宿題となった。

介護・福祉サービスを基軸に、地域
の困りごとの解決に取り組んでいる
NPO の DVD を見たあと、グループ
討論。午後は、①地域課題、取り組
みたいテーマ、②地域がどうなって
ほしいか？、③地域資源、④何をす
るか？をシートに書き込み、プレゼン。

新井純子さんが運営するさいた
ま市南区の「ヘルシーカフェの
ら」を訪問。カフェを立ち上げ
た経緯や続けている理由などの
話を聞いた。周りの協力者を書
き出し、事業計画書に書くカフェ
の内容をさらに煮詰めた。講座
後にその場で懇親会を開いた。

事業計画書を作成した人がプランを
発表し、4 人の講師が質問とコメン
トを述べた。ほかの受講生が「協力
できそうな点、こうすればもっと行き
たくなると思う点など」をシートに書
き込み、発表者に渡した。講座後、
WAC 研修室で打ち上げを行った。

東京講座からは加藤富美子さんと伊藤実千代さんが出席し
た。加藤さんは、地元野菜で栄養バランスの良いランチや
弁当、行事食の提供など、食を重視したプランを発表。伊
藤さんは、子育てママと元気な高齢者をつなぐ場として、
コミュニティカフェを活用することを話した。

WAC 研修室（港区）に 35 人の受講希望者が集まった。柳
田講師が「コミュニティカフェは地域課題解決に役立つ。全
世代がコミュニケーションを図り、つながる場だ」と話した。
昨年度の中野区講座受講生が講座で得たものや開設事例を
話し、最後に、講師陣が講座内容を説明した。

地域にはどんな課題が…？
課題解決の主役は誰だ？

コミュニティカフェの
現場の声を聴く（1）

資金計画・損益計画の作成

コミュニティカフェ
全国交流会成果発表会

コミュニティカフェ
開設講座説明会

あなたの「夢」を
コミュニティカフェで実現する！

コミュニティカフェの
現場の声を聴く（2）

事業計画・資金計画の
ブラッシュアップ
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講座アーカイブ



加藤富美子さん（千葉県佐倉市）、伊藤実千代さん（東京都江戸川区）
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東 京

開 設 講 座
ダ イ ジ ェ ス ト

Tokyo

コーディネーター、プレーヤー、サポーターが
支え合えば、地域活動が円滑に動き出す。

東
京
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
で

は
、
全
6
回
を
通
し
て
、
元
気
ス
タ
ン
ド
・

ぷ
リ
ズ
ム
合
同
会
社
代
表
の
小
泉
圭
司
さ
ん

が
主
任
講
師・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

ほ
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
運
営
者
三
人

と
中
小
企
業
診
断
士
一
人
の
講
師
が
交
代
で

加
わ
っ
た
。
印
象
に
残
っ
た
講
師
の
言
葉
や

講
座
内
容
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

楽
し
く
社
会
貢
献
を

　

地
域
サ
ロ
ン
「
み
ん
な
の
え
ん
が
わ
池

袋
」
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
ま
Ｎ
Ｐ

Ｏ
推
進
協
議
会
代
表
理
事
の
柳
田
好
史
さ
ん

は
ま
ず
、
喫
茶
店
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

の
違
い
か
ら
話
し
始
め
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
は
高
齢
化
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
地

域
課
題
解
決
が
目
的
で
、
人
と
の
つ
な
が

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
、
居

場
所
、
趣
味
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
解

決
し
た
い
地
域
課
題
や
思
い
が
な
い
と
、
カ

フ
ェ
は
継
続
で
き
な
い
」
と
話
す
と
、
受
講

生
の
大
半
が
う
な
ず
い
た
。

　
「
活
動
の
た
め
に
は
、
数
多
く
の
地
域
の

人
々
と
つ
な
が
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
日
常
業
務
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
）、
サ
ポ
ー
タ
ー
（
町
会
、
商

店
会
、
大
学
や
行
政
な
ど
）
が
し
っ
か
り
と

お
互
い
に
支
え
合
っ
て
、
初
め
て
地
域
活
動

が
円
滑
に
動
き
出
す
」
と
力
強
く
語
る
柳
田

さ
ん
。「
夢
は
、
課
題
が
あ
る
か
ら
夢
な
ん

で
す
。
楽
し
く
な
け
れ
ば
社
会
貢
献
で
は
な

い
」
と
受
講
生
を
激
励
し
た
。

信
頼
で
き
る
メ
ン
バ
ー
を
増
や
せ

　

み
ん
な
の
え
ん
が
わ
池
袋
の
ス
タ
ッ
フ

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
講
師
を

し
て
い
る
本
多
絵
理
子
さ
ん
は
「
地
域
課
題

に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
が
ぶ
れ
な
い
こ
と
が
、

カ
フ
ェ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を

継
続
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
継
続
さ
せ

る
に
は
口
こ
み
が
重
要
。
信
頼
で
き
る
メ
ン

バ
ー
を
増
や
し
て
」
と
説
い
た
。

　
本
多
さ
ん
は
「
相
手
と
少
し
斜
め
の
位
置

に
座
っ
た
ほ
う
が
相
手
も
気
軽
に
話
し
や
す

い
」
と
傾
聴
の
極
意
も
話
し
た
。

厳
し
い
目
で
店
の
分
析
を

　
飲
食
店
の
コ
ン
サ
ル
経
験
も
多
い
中
小
企

業
診
断
士
の
金き
む

順す
の
う玉
さ
ん
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
に
は
、
自
分
の
家
に
は
な
い
異

空
間
性
や
非
日
常
性
が
欲
し
い
。
利
用
者
に

居
心
地
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
人

の
店
を
見
る
と
き
の
よ
う
な
厳
し
い
目
で
自

分
の
店
を
見
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
小
泉
さ
ん
の
カ
フ
ェ
の
実
例
を
問

い
か
け
な
が
ら
、「
外
観
は
店
の
性
格
を
表

す
。
店
内
に
引
き
入
れ
る
た
め
に
、
外
観
は

目
立
た
せ
る
仕
掛
け
が
必
要
。
宣
伝
や
販
促

は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
組
み
合
わ
せ
た
ほ
う

が
よ
い
」
と
、
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
店
舗

開
設
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
た
く
さ
ん
紹
介

し
た
。

みんなのえんがわ池袋のスタッフの
本多絵理子さん

としま NPO 推進協議会代表理事の柳田好史さん

中小企業診断士の金順玉さん

全国交流会で事業プラン発表

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
全
国
交
流
会
で
の
事
業
プ
ラ
ン

発
表
に
は
、
東
京
講
座
か
ら
加
藤
富ふ

み

こ
美
子
さ
ん
と
伊
藤

実
千
代
さ
ん
の
二
人
の
受
講
生
が
登
壇
し
た
。
カ
フ
ェ

の
主
な
対
象
者
は
高
齢
者
（
加
藤
さ
ん
）、
子
育
て
マ

マ
（
伊
藤
さ
ん
）
と
異
な
る
が
、
二
人
と
も
多
世
代
型

の
カ
フ
ェ
を
志
向
し
て
い
る
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
知
り
合
い
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

か
ら
「
夕
食
を
一
人
で
食
べ
る
の
は
寂
し
い
。
女
性
一

人
で
も
安
心
し
て
行
け
る
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
お
店
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と
言
わ
れ
、
ず
っ
と
気
に
な
っ
て

い
た
。

　

そ
の
後
、地
元
の
千
葉
県
佐
倉
市
が
開
い
た「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
作
り
方
」
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
知
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄

さ
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま

で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
、
講
座

に
参
加
し
た
。

　

取
り
組
む
べ
き
地
域
課
題
と
し
て
、「
一
人
暮
ら
し

や
夫
婦
だ
け
の
高
齢
者
世
帯
で
は
、
孤
食
な
ど
で
食
事

が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
」「
介
護
者
と
介
護
さ
れ
て
い

る
人
が
一
緒
に
食
事
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
な
い
」

「
子
育
て
中
の
親
子
の
居
場
所
が
少
な
い
」「
若
い
マ
マ

が
行
事
食
を
作
れ
な
い
」「
塾
通
い
の
子
供
達
の
夕
食

が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
分
析
し
た
。

　

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
し
く
、
食
を
重
視
し

た
事
業
計
画
を
立
て
た
。
低
農
薬
野
菜
を
作
っ
て
い
る

農
家
か
ら
規
格
外
の
野
菜
や
家
庭
菜
園
で
余
っ
た
野
菜

を
地
産
地
消
で
安
く
購
入
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

ラ
ン
チ
や
弁
当
を
作
っ
た
り
、
行
事
食
の
販
売
や
料
理

教
室
の
開
催
、
簡
単
な
介
護
食
の
調
理
代
行
な
ど
だ
。

　

発
表
会
で
は
、
講
師
か
ら
「
1
千
万
円
の
投
資
で
は

年
間
2
千
万
円
前
後
の
売
り
上
げ
が
な
い
と
厳
し
い
。

内
装
工
事
の
一
部
を
自
分
た
ち
で
や
っ
た
り
、
厨
房
機

器
は
中
古
で
済
ま
せ
た
り
す
る
な
ど
し
て
削
る
べ
き

だ
」
と
指
導
を
受
け
た
。

　

次
に
発
表
し
た
の
は
伊
藤
さ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
自
身
の
出
産

だ
っ
た
。
伊
藤
さ
ん
は
東
京
都
江
戸
川
区
で
両
親
と
同

居
し
て
い
る
が
、
区
内
の
8
割
以
上
が
核
家
族
世
帯

で
、
乳
幼
児
の
6
～
8
割
の
母
親
が
子
ど
も
を
保
育
園

に
預
け
ず
、
孤
独
な
育
児
の
た
め
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
い

て
い
る
と
想
像
し
た
。
ま
た
、
日
中
の
住
宅
街
に
高
齢

者
が
多
く
、
子
ど
も
を
連
れ
て
い
る
と
、
よ
く
声
を
か

け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
子
育
て

マ
マ
と
元
気
な
高
齢
者
を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。

　

具
体
的
に
は
、
常
時
子
育
て
マ
マ
の
話
し
相
手
や
相

談
相
手
に
な
る
子
育
て
経
験
者
（
元
気
な
高
齢
者
）
を

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
配
置
し
、
子
ど
も
を
短
時
間
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
マ
マ
が
ゆ
っ
く
り
お

茶
を
飲
め
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
遊
び
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
、
保
育
科
等
の
学
生
を
配
置
す
る
。
マ
マ
の
気
分

転
換
に
な
る
よ
う
な
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
趣
味
で
作
っ
た
作

品
を
販
売
す
る
た
め
の
棚
を
貸
し
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
講

師
に
起
用
し
た
り
し
て
、
マ
マ
の
仕
事
再
開
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
子
育
て
商
品
を
扱
う
企
業
に
は
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
利
用
し
て
も
ら
う
。

　

講
師
の
一
人
は
「
行
政
も
絡
ん
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
が
課
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
と
素
晴
ら
し
い
事

業
に
な
る
」
と
評
価
し
た
。

食を重視したプランを発表する加藤さん

「乳幼児子育てママの支援」を発表する伊藤さん
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受 講 生 の 声

東
京
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
に
参
加
し

た
の
は
18
人
。
年
齢
は
30
代
5
人
、
60
代
以
上
7
人

と
、
比
較
的
若
い
世
代
と
シ
ニ
ア
層
が
多
か
っ
た
。

隣
の
川
崎
市
で
も
開
講
し
た
こ
と
と
、
見
学
先
を
埼

玉
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
2
軒
と
し
た
た
め
か
、

神
奈
川
県
民
は
お
ら
ず
、
東
京
・
千
葉
・
埼
玉
の
人

が
受
講
し
た
。

＊
　
＊
　
＊

　
今
回
の
講
座
に
は
、
生
涯
学
習
機
関
、
立
教
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
（
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
で
学
ぶ
3
人
の

仲
間
が
参
加
し
た
。

　
大
河
内
千
鶴
子
さ
ん
は
、
昨
年
中
野
区
で
開
設
講

座
を
受
け
た
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
先
輩
に
聞
い
て
、
受
講
し

た
。
第
2
の
人
生
に
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
る
中
で
、
シ
ニ
ア
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
。
大
学
の
ゼ

ミ
で
「
み
ん
な
の
え
ん
が
わ
池
袋
」
を
研
究
し
て
い

る
う
ち
に
、
自
宅
隣
に
所
有
し
て
い
る
空
き
家
の
1

階（
約
10
坪
）に
、メ
ン
バ
ー
6
人
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ラ
ン
チ
営
業
が
で

き
る
よ
う
、食
品
衛
生
責
任
者
の
資
格
を
取
得
し
た
。

そ
し
て
、３
月
か
ら
毎
週
木
曜
に
育
児
サ
ロ
ン
、金・

土
曜
に
大
人
向
け
の
サ
ロ
ン
を
始
め
た
。

　
堀
本
恵
子
さ
ん
も
、
同
じ
先
輩
に
聞
い
て
、
2
回

目
か
ら
受
講
し
た
。
受
講
生
の
最
年
長
だ
が
、
自
宅

で
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会
社
を
経
営
し
て

い
る
。
そ
の
自
宅
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、
利

用
者
が
気
軽
に
集
え
る
サ
ロ
ン
を
開
け
な
い
か
と
考

え
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で
は
、
行
政
は
十

分
に
手
が
行
き
届
か
な
い
か
ら
、
自
助
、
共
助
に
よ

る
働
き
が
必
要
」
と
、
綿
密
に
地
域
課
題
を
分
析
し

た
。
事
業
計
画
書
に
は
、
多
彩
な
人
脈
を
生
か
し
て

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
絵
手
紙
、
英
会
話
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
講
座
を
開
く
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
仲
間
の
２
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

開
設
を
支
援
し
、
研
究
材
料
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
が
筒
井
雄
二
さ
ん
。「
ま
ち
の
縁
側
育
く
み
隊
」（
名

古
屋
）
の
延
藤
安
弘
代
表
理
事
を
招
い
て
、
勉
強
会

を
開
い
た
り
し
て
い
た
。

　
２
人
と
同
様
、
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
渡
辺
洋

子
さ
ん
。
夫
が
経
営
す
る
喫
茶
店
は
ホ
テ
ル
宿
泊
者

に
朝
食
を
提
供
し
て
い
る
だ
け
で
、
日
中
は
営
業
し

て
い
な
い
。
新
興
住
宅
地
で
昼
間
は
人
通
り
の
少
な

い
立
地
。
そ
れ
で
も
、
宿
泊
者
の
目
に
留
ま
る
よ

う
、
店
内
に
地
域
の
人
の
手
作
り
工
芸
品
を
展
示
し

て
き
た
。
そ
れ
を
「
子
育
て
マ
マ
か
ら
高
齢
者
ま
で

世
代
を
問
わ
ず
集
え
る
場
所
に
し
た
い
」。
勤
め
に

出
て
い
る
が
、
い
ず
れ
辞
め
て
、
店
に
立
つ
つ
も
り

だ
。
そ
の
日
を
夢
見
て
、
千
葉
県
い
す
み
市
か
ら
片

道
2
時
間
半
の
距
離
を
も
と
の
と
も
せ
ず
、
無
欠
席

大
河
内
千
鶴
子
（
お
お
こ
う
ち
・
ち
づ
こ
）
さ
ん

現
役
の
頃
は
助
産
師
。
自
宅
周
辺
に
、
子

ど
も
の
独
立
や
伴
侶
を
亡
く
し
た
こ
と
に

よ
る
高
齢
者
だ
け
の
夫
婦
や
独
居
世
帯
が

増
え
て
い
る
た
め
、
自
宅
隣
で
所
有
し
て

い
る
空
き
家
で
地
域
の
育
児
支
援
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
れ
る
カ
フ
ェ

を
開
設
し
た
い
と
考
え
た
。

堀
本
恵
子
（
ほ
り
も
と
・
け
い
こ
）
さ
ん

会
社
経
営
で
多
忙
な
中
、
別
組
織
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
立
ち

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
柳
田
講
師
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
開
い
た
講
座
を
受
け
た
際
、
居

合
わ
せ
た
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
先
輩
に
本
講
座
の

こ
と
を
聞
き
、
２
回
目
か
ら
受
講
。

渡
辺
洋
子
（
わ
た
な
べ
・
よ
う
こ
）
さ
ん

千
葉
市
郊
外
に
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
１

階
の
喫
茶
店
を
夫
が
経
営
し
て
い
る
。
宿

泊
者
に
朝
食
を
提
供
す
る
だ
け
で
、
日
中
、

営
業
し
て
い
な
い
。
そ
こ
を
地
域
の
人
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
受
講
。

豊
田
聡
子
（
と
よ
だ
・
さ
と
こ
）
さ
ん

障
害
の
あ
る
人
の
就
労
を
支
援
す
る
事
業

所
の
職
員
。
普
段
は
雑
貨
作
り
と
パ
ン
の

配
達
・
販
売
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を
、
障
害
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
地
域
の
人
が
集
ま
り
、
交

流
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
に
し
よ
う
と

受
講
。

早くも４人がスタート。

で
通
っ
た
。

　
豊
田
聡
子
さ
ん
も
片
道
2
時
間
か
け
て
、
千
葉
県

東
金
市
か
ら
休
ま
ず
通
っ
た
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
の
職
員
。
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
が
、
利
用

者
（
障
害
者
）
は
力
不
足
で
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て

い
な
い
。
そ
こ
で
「
お
年
寄
り
や
子
育
て
マ
マ
、
子

育
て
を
終
え
た
女
性
達
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
障
害

の
あ
る
人
と
の
関
わ
り
を
日
常
的
に
で
き
る
場
所
に

し
た
い
」
と
話
す
。
障
害
者
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
な
く
、
集
ま
っ
た
人
達
で
相
互
に
助
け
合

う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
。
３
月
、
近
所
の
ダ
ム
湖
畔
で
屋
外
カ
フ
ェ
を

試
行
し
た
。

＊
　
＊
　
＊

　

男
性
も
場
所
の
め
ど
が
立
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
。
海
老
塚
良
吉
さ
ん
は
、
千
葉
県
船
橋
市
の
民
家

に
あ
る
「
老
人
憩
の
家
」
で
昼
間
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
囲
碁
の
集
ま
り
を
手
伝
っ
て
い
る
。
夜
に
こ
こ
で
、

気
軽
に
立
ち
寄
り
、
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
情
報
交
換
を
し

た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ブ
を
開
き
た
い
と
い
う
。

主
た
る
対
象
者
は
、
自
宅
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
男

性
高
齢
者
。
夜
間
（
18
～
21
時
）
に
簡
単
な
つ
ま
み

（
２
０
０
円
程
度
）
と
ア
ル
コ
ー
ル
（
発
泡
酒
や
日

本
酒
、
ワ
イ
ン
は
２
０
０
円
、
焼
酎
の
お
湯
割
り
や

ウ
イ
ス
キ
ー
は
１
５
０
円
な
ど
）
を
提
供
す
る
。
家

賃
は
た
だ
で
、
3
時
間
１
０
０
０
円
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
運
営
す
れ
ば
、安
価
に
提
供
で
き
る
と
い
う
。

　
東
京
都
板
橋
区
役
所
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援

を
得
て
、
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
月
2
回
昼

間
の
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
る
桂
政
彦
さ
ん
は
、
今
春

か
ら
夜
間
に
も
開
く
と
い
う
。
ゆ
く
ゆ
く
は
自
宅
を

地
域
サ
ロ
ン
と
し
て
開
放
す
る
「
住
み
開
き
」
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

　
加
藤
治
弥
さ
ん
は
、
20
～
30
年
後
に
高
齢
者
に
な

る
40
～
50
歳
代
に
向
け
て「
人
生
後
半
探
検
カ
フ
ェ
」

を
提
案
し
た
。
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
体
感
・
学
習
す

る
、
支
援
す
る
、
人
生
後
半
の
生
き
方
を
探
る
人
た

ち
が
集
う
。だ
が
、都
心
で
昼
休
み
時
に
開
く
カ
フ
ェ

と
い
う
計
画
に
対
し
て
、
講
師
か
ら
「
セ
ミ
ナ
ー
形

式
の
方
が
現
実
的
で
は
」と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

＊
　
＊
　
＊

　
受
講
生
中
最
年
少
の
横
田
明
菜
さ
ん
は
3
月
、
埼

玉
県
和
光
市
に
「
ア
ル
コ
イ
リ
ス
・
カ
フ
ェ
」
を
開

い
た
。
講
座
の
途
中
で
事
業
計
画
を
ま
と
め
、
市
に

提
出
。
埼
玉
県
緊
急
雇
用
創
出
基
金
の
助
成
金
を
得

て
、
空
き
店
舗
を
改
装
し
、
人
材
を
確
保
し
た
。
法

人
を
立
ち
上
げ
、ド
リ
ン
ク・軽
食
、日
替
わ
り
シ
ェ

フ
ラ
ン
チ
の
提
供
の
ほ
か
に
、地
域
情
報
ス
ペ
ー
ス
、

情
報
ノ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
、小
箱
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
た
。

ま
た
、
ス
ペ
ー
ス
を
レ
ン
タ
ル
し
て
、
市
民
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
座
を
開
い
て
も
ら
う
。
店
名
の
ア

ル
コ
イ
リ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
虹
」
の
意
。

海
老
塚
良
吉
（
え
び
づ
か
・
り
ょ
う
き
ち
）
さ
ん

元
、
Ｕ
Ｒ
の
調
査
研
究
者
。「
比
較
都
市
住
宅
研
究

会
」
を
主
宰
す
る
一
方
、
外
部
の
勉
強
会
・
講
座
に

Ｐ
Ｃ
持
参
で
参
加
し
、
Ｆ
Ｂ
で
詳
細
に
報
告
し
て
い

る
。
自
宅
近
く
の
「
高
齢
者
憩
の
家
」
で
高
齢
男
性

向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ブ
開
設
を
目
指
す
。

桂
政
彦
（
か
つ
ら
・
ま
さ
ひ
こ
）
さ
ん

パ
ッ
ク
旅
行
会
社
や
外
資
系
Ｉ
Ｔ
会
社
に
勤
め

た
あ
と
、
定
年
退
職
。
自
ら
が
住
む
東
京
都
板

橋
区
の
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
月
２
回

の
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
る
。
自
然
農
法
を
実
践

し
、「
共
奏
キ
ッ
チ
ン
」
の
世
話
人
も
務
め
る
。

加
藤
治
弥
（
か
と
う
・
は
る
や
）
さ
ん

主
夫
と
し
て
家
事
全
般
を
こ
な
し
、
介
護
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
高
齢
者
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
自
ら

も
住
む
東
京
都
心
で
働
く
・
暮
ら
す
40
～
50
代
の

現
役
世
代
が
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
り
な

が
ら
準
備
し
て
い
く
カ
フ
ェ
を
開
き
た
い
と
い
う
。

横
田
明
菜
（
よ
こ
た
・
あ
き
な
）
さ
ん

メ
キ
シ
コ
へ
の
青
年
海
外
協
力
隊
か
ら
帰
っ
た
あ
と
、

埼
玉
県
和
光
市
の
地
域
新
聞
へ
。
取
材
や
市
民
活
動

に
か
か
わ
る
中
で
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
間
の
連
携
が
取

れ
て
い
な
い
、
若
い
世
代
は
寝
に
帰
る
だ
け
と
い
う

街
の
姿
に
気
づ
き
、
コ
ミ
カ
フ
ェ
開
設
を
思
い
立
つ
。

東 京Tokyo
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コミュニティ

カフェの
現場を訪ねて

http://homepage3.nifty.com/gs-purism/
埼玉県幸手市栄3-2-106
TEL:0480-48-7372
平日・土曜9:00～20:00（冬9:00～19:00）、日曜休
コーヒー・紅茶など280円、日本茶180円
いろどり弁当定食680円、日替わり弁当定食680円
海老ピラフ（スープ付き680円）、カレーライス480円
スパゲッティナポリタン580円
運営者：元気スタンド・ぷリズム合同会社

元気スタンド・ぷリズム
コミュニティカフェ紹介

東
京
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
で
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
現
場
の
声
を
聴
く
」
と
題
し

て
、小
泉
圭
司
さ
ん
が
運
営
す
る
「
元
気
ス
タ
ン
ド・

ぷ
リ
ズ
ム
」（
埼
玉
県
幸
手
市
）
と
新
井
純
子
さ
ん

が
運
営
す
る
「
ヘ
ル
シ
ー
カ
フ
ェ
の
ら
」（
さ
い
た

ま
市
南
区
）
を
訪
問
し
た
。
2
日
間
に
わ
た
り
、
開

設
の
き
っ
か
け
や
運
営
に
つ
い
て
、
成
功
談
や
失
敗

談
、
苦
労
や
喜
び
の
話
も
交
え
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
座
学
と
は
違
っ
て
、

現
場
で
聴
く
話
に
、
受
講
生
は
自
分
が
開
き
た
い
カ

フ
ェ
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
カ
フ
ェ

で
出
さ
れ
る
食
事
も
頂
き
、「
の
ら
」
で
は
講
座
後

に
懇
親
会
も
開
い
た
。
両
カ
フ
ェ
に
は
テ
レ
ビ
取
材

も
入
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
社
会
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
と
、受
講
生
は
実
感
し
た
様
子
だ
っ
た
。

介
護
予
防
の
カ
フ
ェ
か
ら
出
発
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル
も
構
想

　
小
泉
さ
ん
は
も
と
も
と
、
大
手
ス
ー
パ
ー
で
社
員

と
し
て
働
い
て
い
た
。し
か
し
、毎
日
の
よ
う
に
ス
ー

パ
ー
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
や
っ
て
く
る
高
齢
者
か
ら

「
家
に
居
場
所
が
な
い
」
と
い
う
話
を
聞
き
、シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、「
高
齢
者
が

集
え
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
一
念
発
起
し
、
自

宅
近
く
の
幸
手
団
地
の
空
き
店
舗
に
２
０
０
７
年
、

「
ぷ
リ
ズ
ム
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
介
護
を
受
け
な
い
で
楽
し
く
元
気
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
と
、
店
内
で
は
メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
に
介
護
予
防

の
情
報
を
載
せ
た
り
、
大
人
向
け
ド
リ
ル
を
紹
介
し

て
脳
活
性
化
訓
練
を
行
っ
た
り
、
杖
な
ど
の
介
護
予

防
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
た
り
し
て
い
る
。

　

団
地
内
の
高
齢
者
た
ち
が
常
連
客
と
な
り
、「
1

日
あ
た
り
20
～
30
人
来
ま
す
。

滞
在
時
間
が
3
～
5
時
間
の
人

も
い
る
」。
当
初
の
目
標
の
「
誰

か
と
話
が
で
き
る
環
境
」
を
作

り
上
げ
た
。

　

次
に
、
高
齢
者
に
も
働
い
て

も
ら
お
う
と
、
２
０
１
０
年
、

ぷ
リ
ズ
ム
の
隣
に
弁
当
と
総
菜

を
販
売
す
る
「
元
気
ス
タ
ン
ド
・

ぷ
ラ
イ
ス
」
も
開
店
し
た
。
高

齢
者
宅
に
配
食
し
な
が
ら
、
同

実際にお客がいる店内を見学。メニューを見てオーダーもした。

店の前にあるレンタルのセニアカー（電動車
いす）について、小泉さんから説明を受ける。

http://healthy-cafe-nora.jimdo.com/
さいたま市南区鹿手袋7-3-2
TEL:048-607-3007
火曜～土曜11:30～17:00、日・月曜休
和定食・洋定食1,000円、ドリンク付き1,200円
ソフトドリンク各種300円
ケーキセット500円
運営者：のら合同会社

ヘルシーカフェのら
コミュニティカフェ紹介

時
に
見
守
り
も
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
幸
手
市
の
日
常
生
活
サ
ポ
ー
ト
の
事
務

局
や
、
地
元
病
院
の
看
護
師
に
来
て
も
ら
っ
て
簡
単

な
健
康
相
談
が
受
け
ら
れ
る
「
暮
ら
し
の
保
健
室
」、

ハ
ン
ド
ル
形
電
動
車
い
す
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
、
次
々

と
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。
今
後
、
並
び
の
空
き
店

舗
に
高
齢
者
向
け
の
リ
ハ
ビ
リ
ゲ
ー
ム
機
や
子
ど
も

の
遊
び
場
の
「
元
気
ス
タ
ン
ド
・
ぷ
レ
イ
ス
」
も
計

画
し
て
お
り
、
ぷ
リ
ズ
ム
な
ど
と
と
も
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
モ
ー
ル
」
に
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
実
直
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

姿
勢
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
で

し
た
」「
お
客
様
に
は
よ
そ
よ
そ
し
過
ぎ
ず
、
な
れ

な
れ
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
遣
う
。
配
偶
者
の
両

親
と
同
じ
よ
う
な
対
応
を
し
て
は
、
と
い
う
心
配
り

に
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

周
り
の
人
を
巻
き
込
ん
で

子
育
て
支
援
の
コ
ミ
レ
ス

　
新
井
さ
ん
の
手
が
け
る
「
の
ら
」
は
、
白
い
漆
喰

の
壁
と
木
の
床
が
温
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
奥

の
16
畳
の「
広
場
」で
は
子
ど
も
を
寝
か
せ
て
、ゆ
っ

た
り
と
食
事
が
で
き
る
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
新

聞
紙
を
使
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
手
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元
の
野
菜
を

使
っ
て
、
毎
日
、
約
20
食
提
供
し
て
い
る
。　

　
「
夫
が
転
勤
族
で
、
近
所
に
相
談
で
き
る
人
が
い

な
い
の
で
、
子
育
て
に
苦
労
し
た
」
と
い
う
新
井
さ

ん
。
家
で
子
育
て
し
て
い
る
人
を
支
援
す
る
場
所
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
緩
や
か
に
連
携
す
る
場
所
、
だ
れ

で
も
来
ら
れ
て
、
飲
食
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
、

子
育
て
誌
に
「
コ
ミ
レ
ス
は
子
育
て
支
援
の
要
」
と

い
う
論
文
を
書
い
た
。
そ
の
論
文
を
読
ん
だ
県
庁
職

員
が
意
気
投
合
。
実
家
の
土
地
に
建
物
を
新
築
し
て

く
れ
、
２
０
０
９
年
に
「
の
ら
」
を
開
業
し
た
。

　
新
井
さ
ん
は
「
の
ら
で
は
、
市
民
活
動
や
公
民
館

で
働
い
て
い
た
時
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
る
」
と
話
す
。「
や
り
た
い
こ
と
を
周

り
の
人
に
話
し
て
い
な
い
な
ら
、
話
を
し
て
聞
い
て

も
ら
お
う
。
周
り
の
協
力
者
を
探
そ
う
」
と
呼
び
か

け
る
と
、
受
講
生
の
多
く
が
う
な
ず
い
て
い
た
。

ランチを頂く受講生をテレビ・クルーが取材。
12 月 27 日に放送された。

「広場」で「のら」を立ち上げた経緯や運
営について、新井さんに話していただいた。
この日はテレビ東京「News アンサー」の
取材も入った。

東 京Tokyo
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コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ ガ イ ド ブ ッ ク
編集委員の声

コミュニティカフェ開設講座で連携した全国の4団体はそれぞれ各地のコミュニティカフェを紹介する
ガイドブックを制作しました。制作に当たった編集委員にガイドブック制作への思いを語ってもらいました。

神 奈 川 県 版愛 知 県 版京 都 版 石 川 県 版

編集委員
佐藤 ゆき恵（さとう・ゆきえ）

編集委員
坪井 俊和（つぼい・としかず）

編集委員
平本　毅（ひらもと・たけし）

編集委員
木和田  里美（きわだ・さとみ）

2011 年、ぐらす・かわさき入職。「農のあるま
ちづくり」にてファーマーズマーケットや援農
等のイベント運営・事務局業務に携わりながら、
食と農の交流拠点の設立準備に関わる。2012
年にオープンした地産地消の八百屋・カフェ＆
コミュニティビジネスの支援施設「メサ・グラ
ンデ」にて、日々の運営からイベント企画、コミュ
ニティビジネス起業相談まで担当。

場所の力を活かす企画力で建築デザインを監
修。キモチをカタチにしながら、シクミやウゴ
キにかえる住民参加型ワークショップの道先案
内人。コミュニティカフェや住民参加プロジェク
トに参画し地域に根付いたソフト付ハード開発
を担う。「Com-cafe 三八屋」、「浜田のまちの縁
側」、「スズカコミュニティー」に参画。住んで
いる地域では、住民参加で作られた児童館の指
定管理者としてシクミやウゴキづくりを実践中。

コミュニケーションと人のつながりの研究をし
ている大学教員。大学の授業でまちづくりの調
査を始めたのを機に、地域活動にかかわる。
NPO 法人つながる KYOTO プロジェクトの副理
事長と事務局長を務め、コミュニティカフェの
運営者と利用者の方々に常識を教わる日々を過
ごしている。

NPO 法人金沢観光創造会議のアートディレク
ターを務める。デザイン会社エイチツーオーを
立ち上げ、代表取締役デザイナーとして、デザ
イン業務に当たるとともに、オリジナルの手芸
作品「似顔絵あみぐるみ作家」としても活躍す
る。お茶やお菓子を楽しみながら編み物をする

「ニットカフェ」を開設したのを機に、コミュ
ニティカフェに関わるようになる。「ニットスタ
ジオ Fika（フィーカ）」を運営する。

他店の工夫に関心と共感ガイドブックづくりは、
活動巡礼の旅になりましたつながりから学べるもの 運営者の方と出会い、

自信と勇気をもらう

問い合わせ先

NPO法人
ぐらす・かわさき

（メサ・グランデ）
〒211-0044　
川崎市中原区新城5-2-13
プリマSK武蔵新城1階
メール　tachib@grassk.org
電話　　044-872-9795

問い合わせ先

NPO法人
まちの縁側育くみ隊
〒460-0003 
名古屋市中区錦2-13-1
宮本ビル4階「まちの会所」内
メール　info@engawa.ne.jp
電話　　052-201-9878

問い合わせ先

NPO法人
つながるKYOTO
プロジェクト
〒602-8168
京都市上京区土屋町通
出水上ル弁天町303番地
メール　machi.ibasyo@gmail.com
電話　　050-3593-6615

問い合わせ先

NPO法人
金沢観光創造会議
〒920-0062 
金沢市割出町647-2
メール　info@machieki.jp
電話　　076-205-0272

　神奈川県はとても広く、各地域で異なる特徴があります。各
地域に根付き、そこに必要な「居場所」を提供するカフェがた
くさんあるのだと、実感できる取材でした。私たち自身も、川
崎市中部の中原区に「メサ・グランデ」という地産地消の八百
屋兼カフェを運営しはじめたところで、経営の大変さを、身を
もって感じているので、各店の工夫の数々に、「ほぅ」と感心
させられたり、「そうそう」と共感したり。私たちだけじゃない、
頑張らなくちゃ、と思わされることが多々ありました。
　それぞれのカフェが、熱い思いを込めて頑張っているのだと
いうことを、ぜひとも多くの方に知っていただき、行ってみて
いただきたいと思います。そして、その訪問が、地域に対する
問題意識を共有したり、語り合える仲間ができたり、場づくり
に参加したりということにつながっていったら、素敵なことだ
なと思います。
　取材を担当しなかったカフェに私もすべて興味津々！　いつ
か必ず行ってみたいと思うところばかりで、わくわくしながら
読んでいます。

　市民活動と呼ばれ社会と向き合い戦って来た仲間達は、時の変
化に翻弄されながらも柔軟に乗り越える跳躍力を持ってコミュニ
ティカフェを併設させていました。若者や障害児・者の就労支援
を行うNPO 法人、地域の生きがいづくりのサロン、若者が企て
たエコビレッジ、支援のプロとして等々多様なヒト・モノ・コトの
物語が綴られていました。
　NPO 法人まちの縁側育くみ隊を立ち上げたのは 11 年前。地域
に密着し老若男女がふらっと寄れるまちの縁側に、時代を救う可
能性を感じていました。「志民発話のコミュニティの場・まちの縁
側」は多様な成長を遂げていて、曼陀羅多色刷りの様相「人も
心も暮らしから豊かに・思いをつなぐところ・若者もお年寄りも
世代を超えてミッションを感じたらひたすら動き出す・笑顔と涙が
エネルギー・子育てまるごとまち育て・苦労も生き甲斐」と様々
に増殖していました。これからさらに混沌とした世の中になっても、
コツコツ・ニコニコ・フワフワとして漂いながら賑わうコミュニティ
カフェ・まちの縁側には、未来を生き抜く確かな生命力が宿って
いました。皆さんもコミュカフェ巡礼の旅へ出かけてください。

　京都は市民が元気な街です。住民の中には、古都の文化に誇
りをもって地域活動に参加している人がたくさんいます。その
中には退職して地域に戻ってきた高齢者も、働いている人も、
子育てをしている人も、学生もいます。こうした多様な立場の
人びと同士がつながり、交流することでさらに街が元気になり
ます。私は自分の学生を、地域の人びとの話を聞くように言っ
て街に送り出しますが、学生たちは先方に迷惑をかけながらも、
私が学校で教える内容より遥かにたくさんのことを学んで帰っ
てきます。とくにコミュニティカフェの運営に携わっている
方々は、人をつなげる仕事をしているからか、特別に大事なこ
とを学生に教えてくれますし、私自身もたいへん勉強させてい
ただいています。そうした方々のことをもっと知りたくて、ガ
イドブックを作りました。
　私たちつながる KYOTO プロジェクトはまだ若い NPO で、人
も足りなければ活動のノウハウもありません。ガイドブック作
成の過程ではたくさんの方々に助けていただきました。ほうぼ
うに迷惑をかけてなんとか完成したこのガイドブックで、取材
の過程で目にしたコミュニティカフェの生き生きした様子と、
出会った運営者の方々の人柄が少しでも伝われば幸いです。

　子どもの頃、学校から帰ると、近所の女性たちが、わが家に
集まり、わが子の話や世間話など、お茶やお菓子を食べながら
楽しそうに会話をしながら、編み物をしていました。
　自分が大人になり、編み物などの手仕事を通じて「ニットカ
フェ」を開催したのが 2009 年でした。教室ではない、気軽に
編み物を学ぶ環境を作りたいと思い開催しましたが、「ニット
カフェ」を続けていると気がついたことがありました。子ども
の頃と同じ環境が、「ニットカフェ」で作られていったのです。
集まった人々が自然と世間話に花を咲かせて、笑いが絶えない、
時には悩み事を相談し合う、そんな空間となっていったのです。
　コミュニティカフェを開設、運営するには、大変なエネルギー
と覚悟が必要なのも事実ですが、ガイドブックの取材で多くの
運営者の方と出会い、自信と勇気をいただきました。
　開設を目指す方だけでなく、素敵なひと時を楽しもうという
方はぜひ、ガイドブックを参考に、足を運んでみてください。
　そこにはきっといろいろな人との出会いがあり、新しい世界
が広がると思います。
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コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ 全 国 交 流 会 コミュニティカフェ研究会を 4 回開催
現場で運営者から話を聴く長寿社会文化協会（WAC）は2009年からコミュニティカフェの運営者、利用者、研究者、行政・社協関係者、これ

から始めたい人などによる交流会を開いている。今年度は2月23日（日）、東京・四谷の主婦会館で、WAM助成
事業の一環として、5都市の開設講座受講生代表によるプラン発表会も開き、この事業で制作した各県のガイド
ブックを配布した。180人の参加者は12のテーマ、18のグループに分かれたテーマ別交流会や懇親会でコミュ
ニティカフェの運営や課題などについて語り合った。各自、交流を深め、ネットワークを広げていた。

長寿社会文化協会（WAC）が2008年12月から開いている「コミュニティカフェ研究会」。2013年度はWAM助
成事業の中に組み入れ、実際の現場での開催も含め4回にわたって実施した。講演要旨は次の通り。

第32回　2013年7月

幻燈講演会
「まちの縁側を始めませんか？」

NPO法人まちの縁側育くみ隊代表理事・延藤安弘さん

第33回　2013年11月

岡さんのいえ TOMO
オーナー・小池良実さん

第34回　2013年12月

コミュニティカフェ「ひなたぼっこ」
NPO法人ちばMDエコネット理事・事務局長・山本佳美さん

第35回　2014年3月

共奏キッチン
主宰者・高田彰一さん

　 会 場 は 、ぐ ら
す・かわさきが運
営 する コミュ ニ
ティカフェ「メサ・
グランデ」。参 加
者は神奈川県内
のほか、都内、千
葉県から約35人
が集まり、独特の“延藤節”に耳を傾けた。
　延藤さんは、英国の絵本を題材に「共に食べ、話し、
笑い、心を晴らす場づくり」から話し始め、イタリア・ボ
ローニャの高齢者の居場所づくり、名古屋の「まちの縁
側GOGO！」による多世代の居場所づくり、まちの縁側5
千カ所を目指す長野市ボランティアセンターの場づく
りなどの事例を次々と紹介した。

　会場は、「世田谷
トラストまち づ く
り」の支援を受け、

「 地 域 共 生 の い
え」として2 0 0 7 年
にオープンした「岡
さんの家 TOMO」。
小学生からお年寄
りまで、さまざまな
世 代 が、畳 の 間で
ちゃぶ台を囲んでお茶やおしゃべりを楽しむ地域コミュニ
ティの拠点だ。神戸の大学院生も含め、約20人が集まった。
　岡さんのいえの成り立ちから始まり、地域のお母さんた
ちが運営している週一度の「デーカフェ＆駄菓子屋」、岡さ
んが戦前に残したおやつのレシピをパティシエが再現す
る月一度の「再現カフェ」、半年ごとに出している地域向け
の「しんぶん」、小学生向けのサマースクールなどの活動に
ついて、小池さんと「見守り隊員」に話してもらった。
　コーヒーと再現カフェのケーキも頂き、研究会後、その場
で希望者が懇親会も行った。

　東京・芝公園の
WAC研修室で開
き、12人が参加し
た 。「 ひ な た ぼっ
こ」は、「街なかに
障 が い の ある 人
が働き、皆が交流
できる場所を作ろ
う」と、2002年に千葉県船橋市に出来たコミュニティカ
フェ。接客や調理と片付け、メニューブックの作成などの
カフェでの仕事のほかに、カフェを拠点に市内の高齢者
向け住宅や公園に出かけての清掃業務と「出張カフェ」、
県内の農園での作業など知的障がい者の就労支援につ
いて話していただいた。また、書道や押し花、英語などの
教室、ニットカフェ、「歌声ライブ」、絵画展示などをして、
一般の人に利用してもらう工夫について聞いた。

　東京・芝公園の
WAC研修室で開
き、15人が参加し
た。共奏キッチン
は、その日集まっ
た 人 が 一 緒 にご
飯を作って、食べ
て、語り合う異業
種交流会のような催し。2011年2月から月1回のペース
で行い、既に37回を数える。
　共奏キッチンが始まった経緯やどんな人が集まるか、使って
いる有機野菜などの食材と産地、「できるだけ世話を焼かない」
という主宰者としての心がけなどについて話してもらった。高
田さんは「言葉にはうまくできないけれど、大切にしたい、分か
ち合いたいなにかがある。こんな関係性が広がっていったら、
今ある社会課題の多くは消えてしまうのでは」と話していた。



公益社団法人  長寿社会文化協会
〒105-0011  東京都港区芝公園2-6-8  日本女子会館1階

TEL  03-5405-1501　FAX  03-5405-1502
E-mail  com-cafe@wac.or.jp
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